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大会テーマ 「地学を身近なものに」
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日本地学教育学会会長 平山勝美
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会場名古屋市教育館〈名古屋市中区錦三丁目16)
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※ 費用，人数など，詳細については第2次案内でお知らせします。

本 Aコースは，日帰りで行なうか1泊とするか，コースを含めて検討中です。 1泊

とした場合，大会日程は24日までとなります。

料 Bコースは，東濃地方も含めることについて検討中です。

研究発表の申込要項・締切期日などの詳細については，第2次案内でお知らせいたします

く1月末の予定〉。発表を予定されている方はご準備おき下さい。なお，ポスターセッジョンも

予定しております。

干448愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢1 愛知教育大学地学教室内

日本地学教育学会第43回全国大会実行委員会

管 0566-36-31111 内線（592）木村，内線（590）仲井，内線（588）遠西
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地質野外実習における生徒の行動と理解

林 明＊・藤井英一紳・相場博明＊＊＊・宮下治＋

馬場勝良＋＋・松川正樹＋＋＋

1. はじめに

自然そのものを教材にした地質野外実習を行うこと

は，生徒が自然観を形成して行く上で極めて効果の大き

いところである。しかし，実際に地質野外実習を実施す

る際には，学校の事情や地理的条件などで実施すること

が困難であったり，限定されたりすることが多い，そこ

で，地質野外実習を実施するに当たっては，その成果を

十分あげられるように心がけることが大切である。その

ための方法のーっとして，野外実習中の生徒の行動，観

察事象についての認識や理解の程度を指導者が把握した

上で指導計画を立てれば，指導方法に工夫や配慮がなさ

れ，より効果的に地質野外実習を行うことができょう。

そこで，本研究では実習中の生徒の行動，観察事項の

認識や理解の程度を知るために，立川市南方の多摩川河

床の第四系の上総層群を使って野外実習を行った。今回

の実習では，これらの程度を客観的に評価することを試

みた。その結果を考察すると，生徒達にはその行動，認

識の仕方や理解度に共通した傾向がかなり認められるこ

とがわかった。このことは，今回の実習結果が少人数の地

学に興味のある生徒を対象としたものであるとはいえ，

今後地質野外実習の経験のない数多くの生徒を対象とし

て実習を実施する上での参考になろう。特に，これらの

生徒が認識や理解しにくい事象や事項は注目に値する。

2. 研究方法

実習地での生徒の行動と理解度を客観的に評価するた

めに，実習地では生徒が主体的に活動できる実習形態に

し，指導者は生徒の観察者の立場をとった。そのため，

生徒には十分な事前学習を行い，実習中は馬場他（1986)

のワークシートに加筆したものを使用した。生徒の行動

については，行動目標を定め，それから指導者が具体的

に評価できる行動項目を精選したチェックリストを作成

し，これに基づいて客観的に評価した。これは，パフォ

ーマンステストの方法（武田他， 1979）を参考にして作

権埼玉県立川口青陵高等学校料東京都立明正高等学校

料事東京都八王子市立元八王子中学校 ＋東京都立大崎高等

学校＋＋慶応幼稚舎＋＋＋愛媛大学理学部地球科学教室

1988年3月1日受付 7月25日受理

成したものである。理解度については，実習の区切りの

よいところで生徒に 2回のチェックテストを実施して評

価しTこ。

3. 実施

実施した場所は，東京都立川市南方の多摩川河床であ

る。ここは，第四系の上総層群平山層と連光寺層が分布

する。地層，産出化石や堆積環境の変化については，筆

者等により詳しく調査されている（馬場他， 1986）。各

観察ポイント（図 1）での地質事象は表 1に示した。

(1) 対象

・実施日： 1987年 2月15日， 10時一15時。

・対象：東京都立明正高等学校地学部， 1年生男子 1

名，女子3名； 2年生男子6名； 3年生男子 1名，

女子4名，計15名。これらの生徒は，いずれも地質

野外実習の経験がない。

・指導者：林 明（現地〉， 藤井英一（事前学習と事後

学習〉。生徒の行動の評価には，馬場，藤井，宮下，

相場，松川が当たり，実習中の生徒の行動の一部は

ピデオに記録した。

(2）目標

学習指導要領をもとに実習地に即した地質野外実習の

学習目標と行動目標を高校生を対象にして立てた。

学習目標は， 「地層の観察を通し，産出化石から地層

の堆積環境を推定し，古環境の変遷を組み立てることが

できる」である。

行動目標は，指導者が生徒の行動や理解の程度を容易

に評価できるようにより具体的なものを設定した．

本実習では，学習目標を達成するためには少なくとも

行動目標の中の実印の項目ができることが必要である。

行動目標は，次の通りである。

〔地層〕

・泥，砂，礁の区別をすることができる。

・砂は粒度表を用いて粒度による分類ができる0

．際層を構成している礁の粒径を測定できる。

• Tr襲層を構成している燥の形を調べられる。

－火山灰層を識別できる。

・軽石層を識別できる。
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図 1 多摩川河床の露頭と観察ポイント（本文参照〉

表 1 観察ポイントでの地質現象

地 ポイ 観 察 事 項

層 ント 岩 相 色 産出化石 備 考

細濫砂層 暗灰色 カガミ貝化石、アカニシな
10 どの員

有孔虫
連

泥 層 膏灰色 二枚貝 勇孔虫
光 9 

巣穴

寺
泥 層 青灰色 植物（葉片）

8 層
二枚貝 巣穴

7 
泥 層 青灰色 植物（葉片、帯片）

二枚貝 巣穴

6 
泥 層 青灰色 地層の新i日関係を調べる
大れき層 茶かっ色

ぎょう灰質 灰 色 二枚貝 巻貝 巣穴 地層の新旧関係を調べる
5 泥層

中粒砂層 育灰色

4 
泥 層 膏灰色 樟巻 物（宥片）二故貝

貝のキャスト県穴
平

山
泥 層 暗灰色 植物（材片） 巣穴 地層の新旧関係を調べる

層 3 
ぎょう灰質 灰色 クリノメーターを使って走
泥層

向と傾斜を測定する
軽石層 灰白色

2 泥質砂層 暗灰色 植物（立木林、荷片）

泥質砂層 暗灰色 巣穴 柱状図を作製する
薄い砂層や 暗灰色

1 細程の火山
灰層を映さ
む泥層

－単層の厚さを測定できる。

－露頭全体の広がりを考志した観察がで、きる0

．地層の重なりを柱状図に表すことができる。

〔化石〕

女樹幹と層理面の位置関係から立木化石であることが

わかる。

－地層の色を新鮮な面から判定できる0

．単層と単層の境界を決められる。

女地層の重なり方から地層の新旧関係がわかる0

．クリノメーターで走向と傾斜を測定できる。
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－樹幹の下部に根があるか調べられる 0

．立木化石の分布状態を観察できる。

女貝化石を発見できる。

安材化石を発見できる。

＊材化石と河床の流木との区別ができる0

．葉片化石を発見できる。

－巣穴化石を発見できる。

・巣穴化石の直径を測定できる。

・層準による巣穴の化石の産出量の変化に気付く 0

．有孔虫などの小さい化石を発見できる。

－保存に注意して化石を採集できる。

〔その他〕

・ハンマーなどの用具を安全に使用できる0

．理員が協力して作業に当たれる。

・個人毎に観察記録をワークシートに記入できる。

c 3 )-229 

－野外実習のマナーを守れるコ

(3) 実施方法

〔指導者による事前の準備〕

実習地の地質について馬場他 (1986）に従って確認す

ると共に，以下の要領で、準備を進めた。

①実習地の地層の露出状態を確認して観察ポイントを

設定し，事前学習用の標本を採集した。

②実習地の様子を撮影し，安全点検を行った。

③実習地で使用するワークシート及び実習後に学校で

使用するまとめ用のワークシートを作成した。前者は，

馬場他 (1986）の一部を変えたものである。

その変更点は，次の通りである。ポイント 1で柱状図を

作成することを加えた。柱状図ほ，生徒が書き易いよう

に枠取りをし，観察事項（雇厚， j尼，砂，傑の区別，粒

度，色〉の項目を加えた。ポイント 1：「年輸の数」を

表 2 チェックテストの項目と評価

ヲL ェック 実n.§ 評 価

Iお層と邸周の焼界をきめることができるか 。
王日z 地周の1'1さを泌定できるか 。

地層の色を新鮮な面から判断できるか 。
粒度表をつかって砂周を粒l立によって分類できるか 。
タリノメーターを使って走向と傾斜を測定できるか x 

露間の広がりを考慮．した観察ができるか どミ

Y苗 i出周の置なりを柱状図に表わすことができるか 。
レキ周のレキの粒径を測定できるか 。
立木化石の樹幹の年拍をみるなど細かい観察ができるか 。

イt二 立木化石の恨の有無を肉べることができるか ム

立木化石の分布状惣を調べることができるか ム

材化石と河川の流木とのm別ができるか 。
貝化石を発見できるか 。

三五 保存に注意して化石を採集することができるか 。
有孔虫など小さな化石を発見できるか x 

ハン 7 ーなどの用具を安全に使えるか 。
E々ヶ

I1E員が協力して観察にあたれるか 。
Q)  

個人ごとに記録がとれるか 。
f也

野外実習の 7 ナーを守れるか 。
る

い
き
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餐見饗詫 GDヲL z ック 1 

高給 年 制民名

＊つぎの質問事項に答えなさい．

1 ポイシト 2の立木化石の歎は何本くらい I ・1本 ・2～5* . 5～1 0本

ありますか． 1・10～2 0本 ・20本以上

2 ;p.イシト 2の立木化石を含む地周はどの｜・深い潟 ・浅い海 ・陸上

ようなところでたい積したと思い求すカ、 1

3 ポイント 3の軽石潤中の恒石の大きさは！・ 1～3cm ・ 5～1 0 cm  

どのくらいでしたか． I • 1 0 c m以上

4 ;p. イシト 3 の経石周中の経石の1~ はどん i ・角張ったもの ・丸まづたもの

なものが多かづたですか．

5 ;p.イント 4の泥周に合まれあ化石にはど lI 
んなものがありましたか． I I 

6 巣穴の直径はどの〈らいのものが多かゥ I・ 1 cm ・ 2～3 cm ・5cm 

たですか．

7 ポイント 5の砂腐の粒径はどのくらいで l・絢粒 ・中粒 ・粗粒

したか．

8 ポイシト 5ではどのような化石が鰻察で！・流木 ・貝化石 ・素片

きましたカ、． 1・なし

9 ;f.イシト 1からポイシト 5までの観察を

とおして、地層のたい積場所がどのよう

に変化したと考えますか．

－陛永の彫響が少なくなってきた

．陸氷の彫響が変わらない

・潟水の影響が少なくなってきた

．海水の影響が変わらない

図2 チェッグテスト 1

〔地学教育

加えた。ポイント 2：「立木の本数」 「根の有無」を加 ⑥化石の現地性や異地性，示相性を解説し，化石を採

えた。 集するときの方法や注意について説明した。

④指導者用のチェックリスト〈表 2）と生徒のための ⑦ハンマーの使い方を説明し，野外実習のマナーを解

チェックテスト〈図 2' 3）を作成した。 説した。

〔事前指導〕 〔現地〕

実習日の前日に藤井が約2時間事前学習を行った。 林により生徒へ実習の要領と注意事項の説明をした後

その内容は次の通りである。 に，以下の要領で実習を行った。

①地層の上下関係を解説し，地質柱状図とその作成法 ① 2～3人の班を 6つ作り，個人ごとに実習用ワーク

を説明した。 シートを配布した。

②堆積物の粒度を説明し，泥，砂と操を観察し，粒度 ②各班担当の指導者を確認した。

表を作成した。 ③全員を観察ポイントに案内して位置を確認させた。

③実習地の様子について，スライドによる説明を行っ ④班ごとにワークシートに沿って観察を行わせた。

た。 ⑤指導者は担当した班に付き添って生徒の行動を観察

④クリノメーターの構造を解説し，さらに地層模型を し，チェックリストにより評価した。

使ってその使い方を説明し，使い方の練習をした。 ⑥ポイント 5及びポイント 10の観察が終了した時点で・

⑤標本や地層模型を使って地質調査の方法を説明し ワークシートを点検し，それぞれ項9目と10項目のチエ

た。 ッグテストを実施した。
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高緒 豊手 組 1£~

＊つぎの質問事項に答えなさい．

1 0 ポイシト 6でみられるレキ周と泥周1 ・レキ周が下位 ・泥周が下位

1 l 

1 2 

1 3 

1 4 

1 5 

1 6 

の上下関係はどうでしたか．

このレキ周のレキの形はどんなもの

が多かったですか．

このレキ周の平均的な大きさほどの

くらいですか．

このレキ周のレキの形と川療のレキ

の形とを比較してみなさい．

ポイント？の泥周中に含まれる化石

には何がありましたか．

ポイント 8の泥周中に含まれる化石

には何がありましたか．

ポイント 9の泥肩中に含まれる化石

には何がありましたか．

－角ばっている ・丸くなっている

1～3 c m ・3～10 cm  

. 1 0 c m以上

1 7 ポイント 10の砂層中に含まれる化！ I 
石には何がありましたか． I I 

1 8 ；！！イシト 10の砂層はどのようなと i.深い海 ・浅い海 ・陸上

ころでたい積したと思いますか． I 

1 9 ポイント 6～10までの観察をとお｜・隆水の彫響が少なくなってきた

して地周のたい積場所がどのように｜・陵氷の彫響が変わらない

変化したと考えますか。 I .潟水の影響が少なくなってきた

! .潟水の影響が変わらない

図3 チェッグテスト 2

(5）ー231

〔事後指導〕 評価は， 0 c全員またはほとんどの生徒ができる〉，

実習の 1週間後にし 2年生へ， 2週間後に 3年生へ 6 c半数程度の生徒ができる〉， ×（ほとんどまたは全

学校で事後学習を実施した。 2回の事後学習に分かれて 員の生徒ができなしうで示した。これは，各々の指導者

しまったのは，学校行事の都合によるためで、ある。その の評価した結果を検討して判定したものである。

内容は，実習中に記録したワークシートの結果から堆積 19個のチエヅグ項目のうち， Oは 14個で，ムは 3個

環境を推定させ，地史の変遷を組み立てさせたことであ で，×は 2個である。この結果は，全体的に行動目標が

る。この作業には新たに配布したまとめ用ワークシート 達成されたことを示していると思われる。その内容を各

（馬場， 1986；図 7）を使用した。 項目別に検討してみよう。

(4) 結果 ①地層：行動目標の大半は達成で、きた。これは事前学

現地で，ワークシートを点検したところ，かなり大ざ 習で地質柱状図を作成するために必要な調査の方法を十

っぱな記録をしている生徒もいれば，自分で気が付いた 分に指導したことによると考えられる。例えば，層理面

ことを含めて詳細な記録をしている生徒も有り個人差が に垂直にスケーノレを当てて周厚を測定したり，ハンマー

みられるが，概ね記録ば良くされている。 で地層の表面を削って色を判定したり，砂層の砂を手に

チェックリストによる指導者の評価を表 2に，生徒に 取って粒度表と比べて粒皮を判定するなどの方法で地層

実施したチェックテストの結果を図 4, 5それぞれ示 の観察をすることができた。しかし， 「クリノメーター

す。 を使って地層の走向と傾斜を測定すること」は，×で示

〔チェ ＇'Iクリストによる評価（表 2）〕 されるようにできない。これは，実際の地層は事前学習
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での地形模型とは異なり，傾斜が緩くしかも層理面が顕

著に露出していないことによると思われる。また， 「露

頭の広がりを考膚した観察」にムが判定されるように，

約半学の生徒が自分の周辺だけで観察を済ませてしまう

傾向がみられた。

②化石：行動目標の大半は達成で、きた。 「立木化石の

年輪を調べる」とし、う観察はで、きた。 「根の有無」を調

べようとした生徒が約半数いた。しかし，これはハンマ

ーで少し掘った程度で、止めており，根気が続かなかった

のか，地層中の奥深くに根があると気付いたことによる

ものと思われる。 「立木の分布状態」は，約半数の生従

は観察場所を移動しないで、調べた。これは，特に指示を

与えないと生徒はー箇所で観察する傾向にあることを示

しているのであろう。 「材化石と河川の流木との区別」

は全員がで、きた。材化石の炭化の程度が低いので，材化

石か流木かで、討論に発展した班もあったが，地層中から

産出することで区別していた。 「貝化石の発見」は，全

員ができた。しかし， 「有孔虫の発見」は，全員ができ

なかった。 「保存に注意して化石を採集できる」がOを

示すのは，事前学習で、の化石の扱い方をよく理解してい

たからであろう。

l. 立木化石の本数

2 "fl木化石を含む
地周の1住Q環境

3 経右の平均的な

大きさ

4 鰻右の形

の
で
石

4
化

－
r
る

シ
か

イ
つ
帽
馴

J
小
田
川
緩

5
 

6 Mt穴化石の直径

7 ポイシト 5の
砂周の粧l.t

8 ポイシト 5で

見つかる化石の橿類

9 ポイシト 1～5の
3健績環境の推移

。

③その他：班で協力して作業に当たる姿がみられた。

また，野外実習のマナーも良く守れた。これは，事前の

注意事項をよく守ったからであろう。

〔チェ .. ，クテストの結果（図 4' 5）〕

19項目のチェックテストのうち， 13項目を除き正答ま

たは意図した答えを準備した。その結果，全員が正答ま

たは意図した答えをした項目は11で， 6項目は幾人かが

異なる答えをしたもので， 1項目は全員が異なる答えを

したものである。次に，各項目別に検討してみよう。

質問 1：立木の本数をきいた。全員が異なる答えをし

た。実際には， 18本の立木があり，直径30～60cmのもの

が目だち， lOcm程度の細いものもある。特定の場所だけ

で観察した生徒は 2～ 5本，場所を移動した生徒は 5～

10本と答えた。細いものは見落とし易いのであろう。観

察の場所についての指示を与えなかったためにポイント

全体の産状を把握できなかったのであろう。

質問2：立木を含む地層の堆積環境をきいた。約半数

の生徒は，浅い海と答えた。これは，地層は海底に土砂

が堆積して形成されるとし、う観念に捕らわれたものと思

われる。

質問3と4：軽石層中の軽石粒の粒径と形状をきい

10 15λ 

2～5 木 I 6～1 0 本 ｜

：植物化石：｜

区週
Ir~：ョ：：：：：：~3；議｜

l~ll~~t；ι；」：二：二；；；；；：：；；；：！~：渓滋3義務 中粒｜

震翠週一たl主意図し日…－

図4 チェックテスト 1の結果
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みられる化石の

種類

1 8 ポイジト 10の

砂周の堆積環境

1 9 ポイシト 6～ 10の
i佳積環境の推移

庭園lま竺と竺図した答えである・たれ 13 Iこ一正答を

図 5 チェックテストの結果

た。粒径は， 1～3cmが平均的で、ある。軽石粒は主に丸 で， 2～3cmは4人である。実際には 2～3cmである。

みを帯ひ、たものからなる。粒径を 5～lOcmと答えた生徒 これはスケールを当てて測定して記録を取らなかったた

は，一番目についたものを答えたものと思われる。一番 めである。

多くみられるものを答えよと質問をしなかったことに原 質問 7：砂層の粒度をきいた。細粒が正答である。多

因するのであろう。 くの生徒が測定で‘きたのは，事前に各自で作成した粒度

質問 5と8：ポイント 4と5の産出化石の種類をきい 表を活用したためで、ある。

た。ポイント 4には貝化石以外に材化石や巣穴化石が散 質問 9：堆積環境の変化をきいた。 「陸水の影響が少

在している。貝化石の産出は全員が答えた。材化石や巣 なくなってきた」が意図した答えである。半数の生徒が

穴化石を答えている者も幾人かし、るが，これらの解答率 意図した解答を答えられている。これらの生徒は，立木

が低いのは，この層準になって初めて産出した貝化石の 化石の示相性やポイント 4と5での産出化石の種類に気

発見に気持が集中して，材化石や巣穴化石の産出を記 が付いた生徒で、ある。意図した答えと異なる答えをした

録することを忘れてしまったことによると思われる。こ ものは，質問 2で立木化石を含む地層が浅い海で堆積し

の現象は，ポイント 6から10の観察でもみられる。 たと答えている。化石の示相性に注意をむけていないの

質問 6：巣穴の大きさをきいた。 1cmとした者は11人 であろう。これらの生徒に対しては，実習中には立木化
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石の示相性に触れずにおき，学校での事後指導で説明を

加えた。陸上で森林が繁茂していた時代があったことは

容易に理解された。

質問10：地層の時旧をきいた。全員が正答である。こ

のポイントでは地層の傾斜が緩やかである。正答で、きた

のは，地層の分布状態と僅かな層理面の観察がで、きたこ

とによると判断される。

質問11～13：ポイント 6に露出する楳層についての質

問である。この際層からは堆積環境を明確に示す証拠が

発見できないので，河原の諜と露頭の牒の形，大きさの

比較をさせた。全員が違いがあるとした。

質問14～17：ポイント 7から10までに産出する化石の

種類をきいた。全員が全部の質問に正答である。これら

のポイントでの化石の産出状況は，貝化石はどのポイン

トでも多産する。巣穴の化石はポイント 8と9で顕著で、

ある。植物化石はポイント 7で多く，ポイント 8と9で

は少なくなり，ポイント10では発見されなし、。各ポイン

トで生徒が答えるそれらの種類の頻度も化石の産出の頻

度に比例している。これは，化石の産出量の目のつき易

さを表していると判断される。

質問18：ポイント10の堆積環境をきいた。浅い海とす

る答えが正答である。全員が正答である。アサリ，カガ

ミガイ，アカニシなどの貝化石が浅海に生息していたと

いう貝化石の示相性に基づいて答えたことを示してい

る。事前学習ではこれらの化石の示相性については説明

していないので，生徒の経験により判断されたものと思

われる。

質問19：ポイント 6～10までの堆積環境の変化をきい

た。全員が意図した答えを答えられた。植物は陸水の影

響を示し，貝化石は海水の影響を示すと考えたもので，

これらの産出量の変化からi住積環境の変化を推定して判

断したと思われる。これは，チェックテストやこれまで

の露頭の観察により観察眼がやしなわれ，観察事項を組

み立てることができたことを示し，実習の効果が上がっ

たことを表していると判断される。

4. 考 察

チェックリスト及びチェックテストの結果で、示される

とおり，生徒は行動目標の大多数を達成できたと思われ

る。これは，地質野外実習の事前準備を十分することに

よって，実習地では細かな指導を与えなくとも生徒たち

で達成できることによると考えbれる。

今回の実習によって，地質野外実習の経験の少ない生

徒には実習中に適宜指示や説明を与えた方がよいと思わ

れる事項も明確になった。特に，今回は地学に興味を持

〔地学教育

つ生徒を対象にしたので，彼らが認識や理解しにくい事

象や事項に注目すべき点である。次にこの点について述

べると共に，今後野外実習の計画を立てる際に留意する

と良いと思われる点について述ベる。

〔生徒の行動と認識〕

①生徒は地層の広がりを考慮した観察をすることが苦

手である。これは，自分の周辺だけで観察を済ませてし

まうことから示される。崖や切り通しのように露出範囲

に限界がある場合には全体をスケッチさせることにより

層序を理解させたり，地層の広がりの方向を推定させる

ことができるだろう。しかし，私達が実施したような地

層の傾斜の緩い平坦な実習地では場所を移動して観察さ

せる指示が必要である。

②実習地全体に大型の化石が目立つためか，有孔虫の

ような徴化石が多数含まれる地層を観察しでもそれを発

見することはできなかった。観察の目が大型の化石にな

れてしまうと小さなものを見逃してしまうので注意が必

要である。これは，微化石の採集やそれを扱った授業・

実習をする際には導入部でなんらかの工夫の必要がある

ことを示していると思われる。

③各ポイントを通して同じ種類の化石の産出が続いた

り， 日新しい化石が産出すると見なれた化石種の記録を

忘れてしまうことがあり，適宜指導者が助言する必要が

ある。

〔生徒の理解1
(1）地層の傾斜の緩いところで，クリノメーターを使っ

て地層の走向と傾斜を測定することは難しいようであ

る。高校生にとっては走向と傾斜の概念、の理解は難しい

ようであるとの授業経験（林， 藤井， 宮下による〉か

ら，事前に地層模型で走向と傾斜の説明をすると共にク

リノメーターを使用して測定法の練習をさせた。 しか

し，実習地では自ら適当な層理面を探して測定すること

はできなかった。これは，実習地の地層の傾斜が緩いこ

とも原因すると思われるが，地層模型を使って走向と傾

斜の理解をさせることはできても自ら適当な層理面を見

つけて測定できるまでは，ギャップがあるように思え

る。指導者の適切な指導が必要である。

②化石の示相性と土佐積環境の推定では，立木化石を含

む地層の堆積環境を浅い海と答えた生徒が約半数いた。

事前学習では，植物化石の産出は陸の環境要素の影響が

強いことについて触れた程度で、ある。しかし，立木化石

の産出が森林の繁茂していた陸上そのものを示すとの推

定は，実習当初はしにくかったようである。ところが，

実習後半には海成の貝化石を多く含む地層を観察したこ

ととの比較から立木化石の意味が理解された。
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〔生徒の記憶〕

チェックテストと事後指導で、行ったまとめ用のワーク

シートの両方で産出した化石の種類をあげさせた。ポイ

ント10から産出するものについて全生徒の延べ数を比較

してみたところ，チェックテストでは 121で，まとめ用

のワークシートでは 101であった。両方は，共に自分が

記録したワークシートを基にして解答した結果で、ある。

しかし，チェッグテストの方に記入数が多いのは，観察

をしたがワークシートに記入するのを忘れてしまった化

石種でも実習直後には記憶に残っていたことを示す。地

質野外実習で観察した事象の中で、記録に留められること

は僅かに過ぎない。しかし，この例のように，実習の直

後には観察したさまざまな事象に対する印象が残ってい

るはずである。従って，たとえ室内作業の結果を待つよ

うな事柄でも，一端は実習地に於て観察した内容を整理

してまとめる指導を怠らないようにすることが必要であ

る。

〔班別行動〕

実習中の観察を少人数の班ごとに行わせた。これは個

人毎に観察させることに比較して効果的である。特に，

班内にリーダー的な存在ができると手際よく観察を進め

ることができ，また問題解決のための討論がで、き，事象

への理解が深まる。

〔粒度表〕

堆積物の粒径の測定に粒度表を活用することは，地質

野外観察をする初心者でも正確に判定できる点で効果が

ある。今回の実習では，事前指導の中で生徒に粒度表を

作成させた。それにより，生徒は初めて体験する地質野

外実習に意欲を増して行ったようである。生徒は実際に

これを使用することを楽しみにしており，これが地質野

外実習への導入をスムーズにさせる上で非常に役に立っ

たと思える。地質野外実習に臨む際にこうした手作りの

道具を利用することは，思いのほか効果が大きいようで

ある。

5. 地質野外実習を実施するうえでの配慮

事後指導の終了の時点で，生徒に今回の地質野外実習

の感想を書かせた。その中に，自身の手で地史の変遷を

推定で、きたことに感動し，それが契機になり今まで以上

に自然への興味が増したとするものが幾つもみられた。

確かに生徒主体の野外実習は，自然事象の観察を通して

自分たちで情報を得，判断して結論を出す点で，自然を

深く思考することに効果が大きいといえよう。しかし，

一方では時間のゆとりが十分に必要で、あるため，さまざ

まな自然現象を効率よく観察させることは難しい。ま
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た，参加者の人数や実習地の条件によっても制約を受け

易い。しかしながら，地質野外実習に探求的な内容を取

り入れることは，生徒，自然観を育成する上で極めて効

果が大きいと思われる。

今回の実習は，地学部に所属する元来地学に興味を持

つ生徒を対象に，実習地の条件としても良いところで行

った。しかし， これらの生徒が覚えた感動や興味は一般

の生徒にも通づる点があろう。学校における地質野外実

習の機会としては，授業として計画する以外に遠足，ホ

ームルーム合宿，林間学校，臨海学校などが考えられ

る。その場合に，その行程の中のどこかに生徒が主体的

に活動できる場を組み込めば，より効果的に生徒の自然

観が育成されるのではなかろうか。

6. まとめ

生徒主体の地質野外実習を実施して，生徒の分かりや

すい事象や事項と分かりにくいそれらを調べた。今回は

地学に興味を持った生徒を対象にしたので，それらの生

徒が認識や理解しにくい事象や事項には特に注目して，

今後地質野外実習の計画を立てる際に留意すると良いと

思われる点を考察した。それらは，以下のように要約さ

れる。

(1）生徒は自分の周辺だけで観察を済ませたり，同じ

地質現象や同じ種類の化石が産出すると記録を取るのを

忘れてしまいやすい。このことは，適宜指導者の助言が

必要であることを示す。

(2) 事前学習では一般的な地質の説明と共に，その実

習地固有の場合を考慮した説明も必要で、ある。また，ク

リノメーターによる地層の走向と傾斜の測定がみられる

ように，事前学習で、の模型を使って測定ができても実習

地で自ら層理面を見つけて測定するまでにはギャップが

あると思われる。

(3) 実習地で観察した内容は時間と共に忘れるような

ので，実習地でのまとめの指導が必要である。

(4) 実習中少人数の証別行動を取らせると効果的であ

る。

(5) 粒度表のような手作りの道具を生徒自身で作成さ

せることは，地質野外実習への導入をスムーズにさせる

と思われる。

(6) 生徒主体の野外実習は，自然を深く思考すること

で効果が大きいといえよう。野外実習を計画する場合，

その行程の中のどこかに生徒が主体的に活動できる場を

組み込めば，より効果的であろう。
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私が体験した小学校地学教育

地学教育史委員会報告 No.5

酒井

はじめに

本学会の地学教育史委員の酒井委員は，昭和61年度日

本地質学会第93回学術大会（山形〉で初めて地学教育部

門ができたとき，小学校理科地学の教育についての体験

を発表された。酒井先生は，最初の国定教科書で勉強さ

れたことを記憶しておられるほか，地学教育の歴史から

みてかけがえのない種々の体験をされていることがわか

り，この小論は，先生が日本地質学会での発表内容を主

した口述と委員会へ提出したメモをもとにしてまとめた

ものである。なお，後半の理科筆記帳等は，酒井委員か

ら提出されたことによって，委員会が国定教科書との関

連でその重要性に気づいたものであり，先生に資料が送

付された埼玉県と島根県の 2県のものについては第6報

の内容を補促するつもりで，ここに述べることにした。

また，外地の小学校理科教科書の 1例を紹介したのは，

先生が北京大学においでの折，北京の小学校理科教育に

関係されたことから外地の教科書を調査し，そのすばら

しさに気づいたことによる。

（地学教育史委員会渡部記〉

I 尋常小学校理科固定教科書と私

「日本教科書大系」 〈海後宗臣・仲新編）近代編第23

巻（3)c理科〉 （昭和41年， 1966）によれど，小学校理科

固定教科書は第 1期から第4期までに分けられている。

第 1期の国定教科書理科は，私の郷里の福島県では明

治45年から使われたと聞いているが，私は明治45年には

小学校 5年生であった。

小学校理科地学の教育に強い関心を持ってきた私にと

って，最初の固定教科書で学んだことになると思うと誠

に幸運であったといわざるを得ない。当時の教科書は 5

年と 6年で， 5年の固定教科書は 6銭であった。明治19

年以降の小学校検定教科書は固定教科書に比べると厚く

和紙和とじのこともあり，種類も数種あったが，どれも

10銭より高かったのに比べ国定教科書になって安価にな

1988年4月25日受理

本本会名誉会員

栄吾＊

っ？こ。

第 2期は大正7年 (1918）以降で， 5年・ 6年の教科

書とも 8銭であった。

第 3期は大正10年 (1921)からで，理科は4年から 5

年・ 6年と 3ヶ年で学ぶように改正された。この時期に

は 1冊15銭となった。

私は，この年（大正10年〉に福島県師範学校に入学した。
ぴやまのぷお

福島師範では，大正12年 (1923）から小桧山農夫雄教諭

＊の薫陶を得ることになった。私の地学教育は小桧山先生

の指導によるところが大きかった。小桧山先生の福島中

学・福島師範での教え子には，地質学に進んだ次の方々

＊＊がし、る。渡辺万次郎（東京高師・大正2年卒〉，立岩厳

（東京大学，大正8年卒〉，三本杉己代治（福島師範，大正

15年卒〉，菅野三郎〈福島師範・昭和13年卒〉の諸博士。

大正13年，卒業学年の教生実習では付属小学校の G年

男子学級を受け持つた。犬正14年に卒業して若松第一尋

常高等小学校に勤務し，尋常科4～ 5年組（55名〉以上

を担任した。ここで，私は第3期の固定教科書で理科を

教えたことになる（図 l参照）。固定教科書は第 l期か

ら第 2期・第 3期までは項目や文章表現にかなり変化が

あったが，第4期（昭和4年～15年〉は第3期とほぼ等

しカ、っTこ。

私は，昭和2年東京高等師範学校理科第三部（博物〉

に入学し，佐藤伝蔵教授・藤本治義教授（本学会名誉会

長〉に師事し，また昭和3年協水鉄五郎先生（東京大学

農学部地質教授・本校講師〉， さらに昭和4年冨田達教

授の御教示を得た。昭和6年卒業学年の 1～3月，教生実

習の前半4週間は付属小学年6年，後半4週間は付属中

学 2年生と 4年生の教壇に立った。この期間に，付属小

学校の直観科の授業を担任の橋本為次訓導に代って受け

＊小桧山先生の業績については本稿末に墓碑の碑文を

掲げて参考に供する。

料渡辺万次郎（東京高師・東北大卒，東北大教授・鉱

床学・秋田大学長〉，立岩厳（東大卒，朝鮮総督府地

質調査所長， 東大教授〉， 三本杉己代治〈北大卒，福

島大教授〉， 菅野三郎（東京文理大卒， 筑波大教授，

上越教育大教授〉。
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図 1 大正15年（国定教科書第3期〉理科

「自由題」の児童の作文

大正15年 (1926) 2月23日（火〉福島県

若松第一尋常高等小学校（男子校〉尋常4

年 1組（担任酒井栄吾〉 (55名以上〉この

児童は， 5年の最初の理科で， くわかうが

んを石といわないでなぜがんせき（岩石〉

というのかと質問した。私はこの児童をつ

れて 6月の日曜日に，小田山の歩兵65聯隊

の実弾射撃場に行って「岩石採集」をし

た。その時の岩片を一昨年の秋 (10月〉若

松で、の同綾会に持参した。 10余人集ったが

同君は長逝していて遇うことができなかっ

Tこ。

持ち，金属鉱物を扱ったことが思い出される。直観科に

ついては本委員会報告No.3にも若干説明したが，今後話

題になる「低学年の理科」の合科と関連があるので委員

会記事としてここにも述べる。明治16年，小学校“理科”

がで、きたとき，理科を 5年（尋常小学科4年の次の高等

小学科1年〉から履修することになり， 40年の改正で5

・6年で履修することが明確になった。その後，大正10

年に4年から理科履修となったのである。このため，明

治30年代から低学年の理科の必要性が叫ばれ， 1・2年

の直観科， 3・4年が郷土科とする案が有力になったが，

これは理科に地理・国史を加えたもののようであった。

この実証的研究の中心が東京高等師範学校付属小学校

で，明治 30年代以降は棚橋源太郎（第3報参照〉，昭和

年代は橋本為次の両氏が推進者と目された。固定教科書

時代に底流として続けてきた低学年の理科の設置運動が

昭和16年国民学校になったとき，低学年の理科は“自然

の観察”に， 4～6年の理科は初等理科となって開花し

たといえる。 この低学年の理科は近い将来， “生活科”

に改組する答申案が出るといわれていることを思うと，

学会会員にも参考になるものと考え，以上を付記した。

私は，東京高等師範学校卒業後，島根県師範学校（昭

和6～10年〉，埼玉県師範学校（昭和 10～14年〉を経て

北京大学（昭和14～23年〉の教官をつとめた。以上が本

論文に関連する履歴である。

II 小学校固定教科書の方解石と火成岩

小学茂の国定教科書のほし、に関し，私の印象に残って

〔地学教育

いる方解石と火成岩〈安山岩〉についての体験を主にし

て述べると次のようである。

1 方解石

① 固定教科書の“方解石”の扱い

方解石は，鉱物の代表例の 1つとして，第 1期から第

4期まで全期に亘って扱われたが，挿絵や説明には変遷

がある。第 1期（明治43年〉の 5年の教科書では「方解

石・石灰岩」となっていて，複屈折の絵が入っているこ

とが特筆される＊。第2期（大正7年〉になると， 複屈

折の絵のかわりに，民開片がマッチ箱を横から押しつぶ

したような形になることを示す絵（図 2の下〉が入る。

第3期もこの絵であるが，第4期（昭和4年〉になると，

4年の「はうかし、せき」に上記の毘開片のほかに， 3つ

の結晶形（間瀬産・尾去沢産・足尾産〉の絵が新たに入

るが，第期4の中の小修正期（昭和13年〉に足尾産の結

晶形が削除されて図 2上の 2つになった。方解石の結晶

形としては間瀬産のものが代表的なものである。なお，

結晶形の出典は福地信世著「日本鉱物誌」 （大正15年，

1926）である。図 2は国定教科書第4期の 4年「はうか

いせき」の原文である。

② 方解石と私

第4期，昭和4年以降の教科書に掲載された方解石の

結晶の代表例は間瀬産のものである。昭和 5年頃私は産

地を知っていたが当時産地に行っていなかったので，是

＊「方解石」の挿絵は第 1期から第4期までのすべて

が，本委員会報告No.4の方解石のところに掲載しであ

るので参照されたい。
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図 2 固定教科書児童用第4期4年「はうかし、せき」 （方解石〉全

文図説明，結晶右：間瀬産（新潟県〉，左：不老倉産（秋田産〉，

われかた（男開片〉，第 1期～第4期間図

ものはきせきか又はかんせんせきである。安山岩は土木

建築に広く用いる。”

a）日本地質学会（山形大会〉に持参した安山岩

安山岩で第 1に思い出されるのは，大正13年9月，福

島師範学校在学中，付属小学校6年生の「火山・火成岩」

の教材に使った安山岩標本で，右はその標本のラベルで

ある。これは山形県五色温泉産の輝石安山岩である。

日本地質学会（昭和61年， 1986）は山形市で開催され

たので，当時の標本を学会発表のため持参したのであ

る。この標本は師範の 3年生のときの10月17日神嘗祭の

日に採集し，翌4年の教生の授業で使ったものの 1つで

あった。このように私にとっては記念になる安山岩標本

であるが，斑状組織があまり明瞭でないため，小学生用

として適切であるとはいえないものである。

b）安山岩の斑晶と石基一小学校での火山岩の吸い

小学校の理科では，児童が観察して学習できる教材の

開発が望まれる。私の記憶によれ；£昭和6年 (1931)

に全国の師範学校に郷土研究費として数千円ほど公布さ

れた。郷土研究は地理・歴史・理科などの科目では特に

重要である。当然のことながら，小学校でもこれに対応

した研究会が聞かれた。私が関係したものでは，昭和7

年lこ島根県松江市雑賀小学校で郷土教育研究会が開催さ

れたときであった。

安山岩の観察についての思い出は，島根県簸川郡教育

会編（昭和8年に使用〉の内容についてである。

非行きたいと思い，地質学会の機会に実現することを計

画し学会出席を申込んだが，運悪く大学紛争のため取消

さざるを得なくなり，遂にこの産地を訪れることができ

なかった。方解石を扱う授業に出合うたひ、に，このこと

が悔まれた。

2) 火山岩（安山岩〉

① 固定教科書の“火山岩”（安山岩〉

火山岩は， 「火山・火成岩」として，第 1期から第4

期まで出てくるが，扱いには若干のちがし、がある。第 1

に， 「火山・火成岩」として挿絵では第 1期の火山体の

地質断面図はその後なくなり，第2期には火山の噴火の

遠望と噴火口の絵が図3右のように図 1として入り，第

3・4期にはそれに熔岩の 2型が図 3左のように図 lと

して計2つの挿絵となる。火山岩としては，第 1期には

“安山岩・黒曜石・軽石などがあるべ 第 2期では“安

山岩は熔岩の最もふつうのもの”， 第3・4期になると

安山岩の組続の説明（後述〉が加わる。また「がんしゃ

う」 （マグマ〉は第4期からつかわれている。図 3は第

4期の“火山・火成岩”の原文を示す。

② 安山岩と私

固定教科書（第3・4期〉には図 3の原文でわかるよ

うに， 安山岩について次のように記述されている。“安

山岩は最も普通の火山岩であって，鉱物のけっしゃうと

これを取囲んでいる灰色の部分とから出来ている。その

けっしゃうの中で，白色のものは長石であって，黒色の
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吹
出
さ
れ
た

も
の
は
火
山
友
ヤ
軽
石
念

大
き
い
火
山
は
た
い
之
い
自
ら
吹
出
し
た
軽
石
ヤ
火
山
友
な

ど
と
ょ
う
が
ん
と
が
互

K
積
重
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
咽
小

さ
い
火
山
に
は
た

r
臣
石
ヤ
火
山
双
を
ど
か
ら
出
来
て
ゐ
る

も
の
と
、
円
い
炉
仏
だ
け
か
ら
出
来
て
ゐ
る
も
の
と
が
あ
る
．

温
泉
ほ
温
度
の
高
い
水
が
地
中
か
ら
湧
出
る
も
の
で
あ
っ
て
．

火
山
の
近
く
に
多
い
。
温
糸
に
は
塩
ヤ
快
い

h
ド
H
恰

k
・
仲
い

担
、
硫
黄
の
化
合
物
念
ど
が
と
け
て
ゐ
て
、
そ
の
と
け
て
ゐ
る
も

の
は
温
泉
ド
よ
っ
て
迩
ふ

φ

湯
の
花
は
温
泉
に
と
け
て
ゐ
る
も

の
が
水
か
ら
分
れ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る

a

火
山
ヤ
温
泉
て
地
球
の
内
部
が
甚
だ
熱
い
こ
と
が
知
れ
る
．
こ

の
熱
を
地
然
と
い
ふ
。

炉
lυw仏
怜
L
け
が
冷
え
て
問
主
っ
た
岩
石

Lr
火
成
岩
と
い
ム
．
そ

の
中
て
、
地
上
か
又
ほ
地
中
の
浅
い
所
て
固
ま
っ
た
も
の
を
火

山
岩
と
い
ひ
、
地
中
の
深
い
所
て
闇
ま
っ
た
も
の
を
深
成
岩
と

、J
安
山
岩
ほ
最
も
普
通
の
火
山
岩
で
あ
っ
て
、
鑓
物
の
伊
怜
札
片

山

υ
と
、
』
れ
を
取
囲
ん
で
ゐ
る
茨
色
の
部
分
と
か
ら
出
来
て
ゐ

る
。
そ
の
仰
い
い
作
”
の
中
て
白
色
の
も
の
は
長
石
で
あ
っ
て
．

黒
色
の
も
の
は
出
怜
同
か
又
は
仲
ド

H
ド
H
h
で
あ
る
。
安
山

岩
は
土
木
・
建
築
に
康
く
用
ひ
る
。

花
筒
岩
は
最
も
普
通
の
深
成
岩
で
あ
る
。
花
閥
岩
は
全
部
が
積

物
の
似
怜
九
怜
ら
か
ら
出
来
て
ゐ
る
。

国定教科書第4期（昭和13

年） 6年20「火山・火成岩」

の原文，但し縮少のため 3

ページに亘るものをはり合

わせた。火山・火口の絵は

第 1ページ，ょうがんば第

2ページ，がんしゃう以下

が第3ページっ

図3

になる。このような安山岩は当時隠岐島後の五箇村で富

田達教授の研究で知られていた。しかし簸川郡では例が

知られてなかった。私は，日本地質学会山形大会で発表

した安山岩の岩石薄片を持ち，借物のライツの偏光顕微

鏡を背負って簸川郡理科研究会編の“理科筆記帳川の編

女王 13早 qn，福知貯小 －！：・公

由・え成告の詮材のひと勺・

No. 313 ~....，， 

主主をふ ·.！＞..~

＊鳥井美知子編，明治以降教科書総目録小学校編によ

ると， 「島根県簸川郡学校職員研究会“理科学習帳”

伊藤武八郎干IJ，昭9」がある。この現本は国立教育研

究所付属教育図書館にないので，酒井委員の御検討を

お願いできないが，酒井委員の上記の理科筆記帳がこ

れかと思われる。なお， “嫁ケ島の玄武岩”について

は， 松江市の“理科学習帳”（ 6年の理科〉に掲載さ

れているので，後述する“理科筆記帳”の項で述べる

ことにした。（渡部記〉

「安山岩は“結晶した鉱物とそれを取囲んだ結品して

いない部分とから成るつとし寸表現になっているが，

この結晶しない部分（石基〉はガラスであるということ
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集に関係されたといわれる中堅の先生に説明した。先生顕微鏡（ライツ製〕で観察させた。担任は埼玉師範出身

は“結晶していないことを確カ込めた」と云われたので，

私は薄片を出して顕微鏡で見てもらった。昭和8年とい

えば，島根県師範学校にも偏光顕微鏡がまだなかった時

代であったので，安山岩の斑品をとりまく石基の部分を

顕微鏡で見て天然ガラスであるか否かを確かめたことの

ある小学校の先生に少なかった。まして，小学生に安山

岩の肉限観察によって石基がガラス（非結品質）だとい

う取扱いは程度が高すぎると思った。この考えは今も変

らない。

もう 1つ，この教授資料には，宍道湖の東端に近い

「嫁ケ島（玄武岩でできている〉は火山である」と記載

されていたことについてである。固定教科書の“火山・

火成岩”には上記のように安山岩の名だけしか出ていな

いが，流紋岩・安山岩・玄武岩などを火山岩というの

で，玄武岩でできている嫁ケ島は火山だということにな

るのかと思った。それ以来，私は，火山岩の名称は誤解

されやすいので，火山岩のかわりに噴出岩の名を使うこ

とにしたのである。

c）中国での安山岩と私

「安山岩は最も普通の火山岩であってJとしづ国定教

科書の表現については前に述べたが，中国辛北には安山

岩の火山がなし、。私は昭和14～23年 (1939～1943) ~1c:京

大学にあり，現地の小学校理科に関係したことがあっ

た。なお，固定教科書に準ずる“外地における理科教科

書”勺こは，朝鮮総督府編；普通学校理科書（大正14年〉，

初等理科書（昭和6～8年〉， 南満州教育会教科書編集

部；公学堂理科教科書（昭和6年〉， 同編；満州、｜理科学

習帖（4・5・6年用， 児童用・教師用， 昭和7年〉，

同；（高等小学校， 児童用・教師用， 昭和7年〉などが

あり，昭和16年の国民学校時代のものはない。これらの

うち，北京の小学校ではどの教科書を使ったかはわから

ない。上記の中で，満州の 2種と朝鮮の初等理科書の 3

種の教科書を検討したが，安山岩があるのは「満州理科

学習帖」 (6年〉だけであり，これは国定教科書の「火

山・火成岩」よりもすぐれた構成・表現になっていると

思われるので，全文を示す（図 7章末〉。昭和16年（1941)

には小学校が国民学校になったが，外地でも同様であっ

た。この年，私は北京市東城第一国民学校iこまねかれた

が， 安山岩の標本は日本産（産地不明〉の汚れた 200g 

くらいのもの 1個だけであった。それでト，同校 G年 1組

（初等科9組中〉の授業の際，安山岩の岩石薄片を偏光

＊東京学芸大学付属図書館（1986）；昭和 61年度図書

館等所蔵資料展示会目録 p.16-17, すべて望月文庫

蔵。

の戸塚大三訓導であった。

III 固定教科書時代の“理科筆記帳”等について

私は，固定教科書時代に各府県で編集した“理科筆記

帳”が地学領域の実際の教育に大きな役割をはたしたの

ではないかと考え，私がかつて師範学校に勤務した埼玉

県の“理科筆記帳”と島根県松江市の“小学校理科教授

細目”，後に同“理科学習帳”（ 4年の理科・ 5年の理科

・6年の理科〉を入手して，地学教育史委員会に提出し

た。埼玉県の資料は冨岡吾良氏（元和光教育長〉， 松江

市の資料は井口寿男氏（元安来市立第一中学校長〉の御

厚意によるものであり，埼玉県の理科筆記帳については

須藤和人氏（埼玉県立常盤女子高校長， “埼玉県小学理

科教育の歩み”の著者代表〉には，本委員会に出席の上

御教示を得た。前述の外地の小学校理科教科書の閲覧・

資料提供については東京学芸大学榊原雄太郎教授及び図

書館係官諸氏にお世話になった。なお，菅野三郎・新井

重三・榊原雄太郎の諸氏には当委員会で原稿について御

検討いただいた。これらの方々に感謝の意を表する。

a) 理科筆記楳

国定教科書ができるとき，教科書にたよる読本教授に

陥ることをさけるため，国定教科書を使用しなくてもよ

いと定められた。明治43年の小学校令施行規則には，理

科の教科書は「学校長ニ於テ児童ニ使用セシメザノレコト

ヲ得」とある。理科筆記帳は，これと関連して身近な自

然物や自然現象を対象とする生物・地学では教材の地方

色が出るのが当然でト，その方が実物教育の効果が期待で

きることで作成したものとみられる。鳥井美知子編 (19

67）明治以降教科書総目録，小学校縞によると，国定教

科書以前，すなわち，理科検定教科書時代の“筆記代用

小学理科”（明治31・33年〉にはじまり，明治 37～42：年

に多種類の“理科筆記帳”が出版されたが，固定教科書

になってからも，大正2年から昭和9年まで各県で刊行

された。但し，大正3年以降のものは“理科筆記帳”が

“理科学習中長”となったようである。これらについて

は，次の委員会報告で資料を添えて報告する。

b) 埼玉県の“理科筆記帳”＊

理科教育史研究会（昭54, 1979）によれぽ，埼玉県の

理科筆記帳は，大正4年（1915）から昭和16年 (1941)

まで国定教科書使用のほぼ全期間に亘り全県的に採用さ

れた。図 4は最初の理科筆記帳（ 6年〉とその教授要項

＊酒井先生の経験では島根県，埼玉県の順であるが，

埼玉県が理科筆記帳，島根県が理科学習帳となってい

るので，埼玉県の方を先にした（渡部記〉
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図4 埼玉県の理科筆記帳と教授要項

（表紙〉を示す。理科筆記帳作成の趣旨は「固定教科書

が全国一律で教材として不適当なものがあり，実物観察

主義を貫くため児童が直接目に触れ耳にし，手に取るこ

とができる教材をとり上げ，図や要点を印刷し余白を多

くとって，児童が観察結果を記入できるようにしたも

の」としている。編集は埼玉県教育会であり，委員は師

範学校系（教諭・付属訓導〉・中学校教諭，小学校長で

ある。

大正4年にできた最初の理科筆記帳の地学領域の教材

の取り上げ方を項目でみると， 5年では地学領域のもの

が少なく， 6年では，流水の作用及び水成岩，火山・火

成岩・温泉・地震，硫黄〈とマッチ〉，鉄， 銅， 銀，亜

鉛・錫・鉛・合金，鉱物の概括となってし品。地学教材

が少ない理由の 1つに，国定教科書で扱っている「夏至

・冬至」 「春分・秋分」を扱わないことも挙げられる。

郊外教授の必要性を述べているが地学領域の学習には言

及していない。

大正12年 (1923，理科を4・5・6年で履修するよう

になったのは大正8年であるが大正12年から実施〉の例

では，地学領域の教材がやや多くなり， 4年；石英・石

灰岩， 5年；花崩石， 泉・井， 食塩・硫黄， 石油・石

炭，鉄，亜鉛・錫・鉛・銅，アルミニウム，金・銀， 6 

年；火山・火成岩，流水の作用・水成岩，蛇紋岩・変成

岩（図 5参照〉。 ここで秩父の蛇紋岩・変成岩が取り上

げられたのは注目すべきことであり，これは長瀞のある

秩父地方の地質とし、う埼玉県の郷土色が教材に反映した

ものといえる。蛇紋岩は小学教則時代の明治15年山田清

風纂述“小学砿物読本”に“温石川という名で出てい

る（四国高知県となっている〉ので，小学校地学領域で

も最初とし、うわけではない。

次に「春分・秋分」 「夏至・冬至」など天文教材が理

科筆記帳に入ったのは昭和5年版 (1930，固定教科書第

4期〉からである。 「埼玉県理科教育の歩み」による

と， 「これらの天文現象は身近に感じなかったのではな

いか」とし，これに対して「流水の作用・地層などのよ

うに人間の生活に直ちに役立つというよりも自然現象の

しくみやはたらきの理解に有効な教材が理科筆記帳がで

きた最初から登場している点に注目したし、」と述べてい

る。

c) 島根県松江市の“理科学習帳” 4年の理科・ 5年

の理科・ 6年の理科〉図6

上記の“理科筆記帳”と略等しい趣旨で編集された松

江市の児童用“理科学習帳”とこの教師書指導書といえ

る島根県松江市教育研究会編〈昭和8年， 1933）：尋常

＊地学教育史委員会（渡部景隆〕（1988）：明治初期

（理科以前〉の小学校地学教育， 地学教育史委員会報

告No.2，地学教育41(1), p. 21 

間遠治孝・渡部景隆・下野洋 (1987）：明治初期の小

学校地学教科書，常葉学園大学研究紀要（教育学部〉

8. p.44, p.55 
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上段：「流水の作用・水成岩」右側の絵は，荒川上流大滝村大輪にかかる三峯神社の登竜橋付

近の景観で，基盤の岩石は秩父古生層の輝緑凝灰岩である。この岩石は色彩が豊かで，浸食地

形が見事であるので，かつてエドモント・ナウマンが賞讃されたと云われている。新井重三

記〉下段：右側は目次，左側は蛇紋岩・変成岩。
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図6 島根県松江市の理科学習帳の例

上段右；“4年の理科”表紙 左； 4年（42章〉 「すゐしゃう」の第 1ページ 下段； 6年

(17章〉「火山と地震」見聞き 1ページ（右；玄武岩の項の説明文の中に嫁ケ島の地名がある。
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小学理科教授細目について述べる＊。この児童用“理科

学習帳”“4年の理科ぺ “5年の理科”， “6年の理科”

は“理科筆記帳”の地方版の一例であるが， “学習帳”

と名付けたところの特色として，児童が筆記するスペー

スの外に地方色を盛る導入解説記事を先行させ，後半に

内容を項目と図で説明している点に苦心のあとが見られ

るので，これらを主にしてここに取り上げたし、。また，

教材について文部省教科書の項目を改廃しているので，

埼玉県の場合と比較し得る項目の単位で，理科教授細目

からまず摘記する。

松江市の尋常小学理科教授細目は大正15年に作成した

ようであるが，この細目を改訂した昭和8年版では次の

通りである。編集者は，師範学校訓導・小学校訓導とな

っており，師範学校教諭・中学校教諭の名がない点が埼

玉県の“理科筆記帳”と異なる。構成の主な特徴は次のー

ょうである。

①文部省教科書から省略したもの，地学領域では 5年

；海。文部省教科書に加えたもの， 6年；地震（火山に

加える〉。②教材配当の方針， 4年；動植物を主とする。

5年；化学・鉱物を主とする。 G年；物理，天文・地文

・生理・衛生を主とする。③学年配当の実際， 5年から

6年へ；泉・井， 川。④教材の統合， 5年；地球と星

（春分・夏至・秋分・冬至〉， 6年；火山と地震（火山・

火成岩〉， 地球の表面と水の行方（流水の働き， 水成岩

土，岩石，泉， 井戸， JI[海〉。⑤教材の分轄， 自年：水

成岩と地層（地球の表面と水の行方，地層と化石〉。

この教授細目では，各教材を題目毎に見開き 1ページ

大を基準として， 要旨， 学習事項， 実験観察・考察事

項，同注意，実験観察の挿画，備考，設問，指導例など

の項目がある。

“理科学習帳”の表紙は“4年の理科”などで，松江

市理科研究部会編，裏は第4学年O組00とあるだけで

発行年もない。目次の前に「理科をしらべる事に就ての

注意」に3ケ条あげ，最後に「さういふ様にしらべてなぜ

＊鳥井編総目録は国立教育研究所事務長編で，他の機

関等の蔵書も参照して編集したもので略完壁と思われ

るのに， c）の松江市教育研究会編の“理科学習帳”も

その指導書（尋常小学理科教授細目〉も見当らない。

“尋常小学理科学習帳 4～ 6年島根県師範学校付属小

学校理科研究部”〈松江， 弘文堂昭 9）が目録に掲載

されているので，同時期に松江で2種の理科学習帳が

刊行されたことになるが，これも国立教育研究所図書

館にないので内容の検討はできない。酒井委員は島根

県師範学校に在職されたが，これら学習帳の編集に参

画した記憶はないようである。

’：9）一245

だらうか，をかしいな，不思議だなと思ふことは疑問の

所へ箇条書きにしておいて学校でしらべる時にきくので

す」とある。この注意は 5年・ 6年も共通で， “理科学

習帳”の性格の 1つを表現している。

次に“4年の理科” 42章「すゐしゃう」を例にして理

科学習帳の内容を概説する。図 6上段左側参照。

上段 ⑤“玉造の話”身近かな，または地方名のある

導入教材として，玉造温泉産のめのうでつくった玉が神

代伝説の八坂壇曲玉（やさかにのまがたま〉であり，め

のう造り工がたくさんいたことが玉造の名のおこりと説

き，地方色豊かな話ではじまる。次の段，問題，①水晶

やめのうの用途，②ガラスとのちがい，疑問 児童が箇

条書にしてくるところ，下段 ここには水晶の図 2つあ

るが，右の単体結晶は第2期，左の群生水晶は第 1期の

挿画で，第4期（昭和4年〉には 2っとも教科書に入っ

ていたものである。この点では特別な工夫は見られな

い。見聞き 2ページ目は，欄外に①形では固と結晶，③

の“ガラスとくらべる”ところでは割れ口，⑤では石英，

⑥用途の各項目がある。“ 6年の理科” 17章「火山と地震」

大根島の玄武岩の記述があるので，火山と地震の見聞

き1ページ（全文）を掲げると図 6下段のようである。

右上段に⑤岩撲と熔岩との区別と，＠玄武岩について

の導入解説記事があるが，後者の一部を掲げる。 「安山

岩と共に最も普通な火山岩で我が松江付近では天倫寺鼻
くや

から陣賀山久家寺にかけて大きな熔岩流となって現はれ

てゐる。 （中略〉大根島から出る所謂島石と云ふのも玄

武岩である。」 2段目の問題①我が国の火山派・火山の

名を調べよ，②地震はどうしておこるか，疑問 となっ

ていて下に大きな余白がある。見開き左ページの欄外の

①火山，③噴出物，熔岩，④岩奨，⑤破裂（噴火のこと

を固定教科書でこの表現になっている〉，⑥構造とあり，

火山体の断面の挿絵は第 l期（明治43年〉に入っていた

ものである。なお，この絵は検定教科書時代の教科書を

採用されているものと等しい。教師用書に当たる“理科

教授細目”の備考欄の設聞には，問題①の上記の聞の次

に， 「火山の原因構造を調べよ」とあるので，絵はこの

設問のために用意されたものと思われる。

上記の 2県の例は，郷土の自然に即した理科教育への

苦心の一端を示すものであり，国定教科書時代における

各地方の教授の実態をかい間見ることのできる貴重の資

料であるといえる。

付記小桧山先生墓碑文

「小桧山農夫雄先生ハ明治七年旧棚倉藩土勝国家ニ生マレ後旧

会津藩土小桧山家ニ入ル 福島尋常師範学校卒業後県下ノ小学

校訓導福島中学校教諭ヲ歴任本宮小学校長同実科高等女学校長

トナノレ 大正十年母校福島師範学校教諭トナリ博物科ヲ担当ス
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文献

理科教育史研究会 (1979）：理科筆記帳ー埼玉県が生ん

だ理科科書－＇＇埼玉県小学校理科教育の歩み” p.68 

-89. 

埼玉県教育会 (1922）：尋常小学理科筆記帳 第4学年

用・第 5学年用，須原屋書店

グ グ (1923）：尋常小学理科筆記帳第6学年

用須原屋書店

島根県松江市教育研究会編 (1933）：尋常小学理科教授

細目

グ グ (1933）：理科学習帳 4年の理科・ 5年

の理科・ 6年の理科

南満洲教育会教科書編輯部 (1933）：満洲理科学習帖〈尋

常小学第6学年児童用〉〈大連〉

地学教育史委員会・酒井栄吾：私が体験した小学校地学教育 一地学教育史委員会報告 No.5一 地学教育

41巻， 6号， 237～249. 1988 

〔キーワード〕地学教育史小学校固定教科書方解石と火成岩理科筆記帳理科学習帳

〔要旨〕著者は，最初の固定教科書（小学校理科）で学んだことを幸運と思っている。小学校理科の国定教科書は

第 1期から第4期までに分けられていて，著者の郷里の福島県では第1期教科書は明治45年 (1912）から使用さ

れた。小学校国定教科書く 1～4期）の方解石・安山岩の扱い方の変遷，師範学校における教授体験，および固

定教科書時代に各府県で・編集された「理科筆記帳」のうち島根県と埼玉県の筆記帳・学習帳の内容の概要につい

て述べた。

Eigo SAKAI, Committee for History of Earth Science Education: Memoirs of Earth Science Education 

of the Primary School; Educat. Earth Sci., 41( 6 ), 237～249, 1988 
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第2回天文教育研究会について

昨年の 8月に開いた第 1回天文教育研究会に続いて，

本年も第2回研究会を開催した。昨年と同じく駿台学園

高校北軽井沢一心荘で8月20～22日の 2泊3日の合宿で

あった。第 1回の世話人が，後に述べる IAUコロキウ

ムの準備等で忙しく，また会の組織も整っていないため

に今回は若干準備不足の感のするものであった。それで

も90名近くの方が出席して活発な討論がなされた。

今回の研究会では通常の研究発表に加えて，最前線の

天文学という特別講演を 2つ行った。東京大学・佐藤勝

彦氏の“宇宙の始まり”，国立天文台・池内了氏の“銀河

の誕生”であった。お二人のよく準備された講演に加え

て3時間もの質問時間を設けたので，出席者のほとんど

がこれまで本でははっきりしなかったむずかしい天文学

の問題についてよく理解できたと好評であった。そし

て，第3回研究会でもぜひ特別講演を行うべきであると

いう意見が多かった。

研究発表は18あった。学校やプラネタリウム館などの

施設からの実践報告あり，各地の天文教育の実体調査あ

り，天文教材の開発，天文教育への計算機やビデオ装置

の応用，観測器機の開発ありと参加者の層の広さと相ま

って多様なものであった。個々の内容は他の人が利用す

れば良いと思われるものが多く，集録を見てもらいたい

と思うが，先にも記したように研究会の準備不足があっ

たために研究発表の内容において全体のつながりがな

く，散発的な感じを与えたのは残，念であった。

今年の 7月26～30日にアメリカ・マサチューセッツ州

ウィリアムズ・タウンで，国際天文学連合 (IAU：古

在由秀国立天文台長が新しく会長に就任〉主催の IAU 

コロキューム No.105“天文教育”が聞かれた。第一回研

究会はこのコロキュームのための準備として開かれたも

ので，第二回はその報告会ということになる。コロキュ

ームには東京学芸大・下回員弘氏，慶応高校・坪田幸政

氏，福岡教育大・宮脇亮介氏と私の四人が出席して，世

界各国での天文教育・普及活動の様子を聞き，議論して

きた。そして，今回の研究会でもその内容を報告し，集

録の中に書かれている。

天文学者の組織である IAUでも天文教育の普及の重

要性を考慮して第46委員会“天文教育”があり，各国の

磯部務三〈国立天文台〉

天文教育・普及活動を支援している。特にここ10年ほど

の聞の一般の人々の天体への関心の増大につれて，教育

・普及活動のあり方を検討する時機がきているという国

際的な認識も高まっている。

第 1回，第2回研究会は IAUコロキュームとの関連

で主に開催されたものである。この研究会を 3回， 4固

と続けるかどうかの議論がなされた。続けるためには一

部の人のボランティア的な負担ではなく，しっかりした

組織を持って活動しなければならないという多くの意見

が出された。

議論された中で、最大の問題点といえるものは一般の人

々の天文学への関心が増えてきている現在において，学

校における天文の授業開講率が悪いことであった。天文

学を学校教育の中でどのように行ってし、くかは単に小・

中・高校の問題ではなく，天文学を勉強したことのある

教師の養成の問題と密接な関係があり，天文教育研究会

をより強力にした全国的なク’ループの取り組みが大切で

あろう。

第3回研究会は1989年8月4日～ 7日に開催すること

も決定された。第3回は飛躍的な発展を目指した会にす

るために十分に準備し，テーマ毎に各地方で、も十分な議

論をしてもらうことにし，すでに案内状も作られてい

る。

一方， 1988年7月 1日に東京大学東京天文台が国立天

文台に組織変えをしている。国立天文台は日本の天文学

研究の中心となる所であるが，天文学の一般への普及の

重要性も考撮して天文情報・普及室というものが設置さ

れた。まだ設置されたばかりでその内容は十分に固って

いないが，天文教育研究会のようなクツレープから積極的

な注文を出すことも重要である。天文学者と天文普及家

との接点としての役割をも研究会がはたさなければなら

ないと思う。

最後に第2回研究会の集録ができ上っているので入用

の方はB5の封筒に自分の住所氏名を書き 200円切手を

貼って国立天文台の磯部誘三（T'l81東京都三鷹市大沢

2 -21-1）に申し込んでいただきたい。また，第3国研

究会の案内状を入用の方は定形封筒に同じように住所氏

名を記し60円切手を貼ったものを送付いただきたし、。
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中国淑江省の地質見聞

＊前田四郎事＊石川秀雄＊＊＊山際延夫 T藤本丑雄

tt遠藤忠 ttt清水英夫？？？？後藤道治

1. はじめに

昨年10月3日から 7泊8日の日程で，所江大学地質

系，漸江省地質委員会，翫江省博物館の 3者合同による

案内のもと，中国断江省、の地質調査と，翫江大学地質博

物館，上海自然博物館などの見学をしたので，その折に

得た若干の知見を記してみたいと思う。

メンバーは大学，博物館の地質研究者 7名で，われわ

れの目的の主体は，翫江省の地質のエキスカーションを

行うことであった。中国側の学会あるいは日本側の学会

が主体となって，中国圏内の地質野外巡検を行なうとい

ったものとは異なり，今回はわれわれ日本側の有志クやル

ープと，中国側との話し合いに基づき，短期間ではあっ

たが，中国国内の地質研究を行なったという点で，わが

国の地質学会にとって新しい試みであると言えるであろ

う。

本研究の結果，中国大陸における上部古生界及び上部

中生界の地質の特性や蛍石鉱床を現地で調査と観察とが

で、きたばかりか，これまで中国側案内者も気づ、かなかっ

た石炭紀後期の珊瑚化石や，恐竜の巨大な卵を新たに見

出すことができ，中国側に若干の貢献をすることができ

。
た

この機会にわれわれに特別の便宜を与えて下さった漸

江大学副校（学〉長関端麟教授をはじめ同大学地質系王安

徳教授，蘭玉埼教授，翫江省石油地質研究所林国為氏，

翫江省博物館関係の諸氏，通訳の労をとって下さった漸

江大学の陳彦詔， tt恒定及び揚費の諸氏，上海にて種々

のご便宜を与えて下さった上海自然博物館副所長張松齢

教授ならびに同博物館の王慶之女史に対して，また平素

何かと中国側との種々の連絡をとって下さった兵庫県西

ノ宮在住の食（日本国籍名：西谷〉隆美氏に対して厚く

感謝の意を表する次第である。

＊千葉大学名誉教授 ＊＊千葉大学教育学部地学教室 ＊料大阪

教育大学教育学部地学教室 T山梨大学教育学部地学教室竹前

山梨県立身延高等学校長 T竹山梨県立宝石美術専門学校

tttt富山県富山市立自然博物館

1988年3月5日受付 3月20日受理

2. 渡航の準備と中国側の受け入れ機関

1985年12月から1987年4月にかけて，断江大学地質系

王安徳教授を中心に繰り返し交渉した。その頃，ちょう

ど中国側も急速に開放政策をとってきたので，タイミン

グがよくあい，同年 5月には中国訪問について最終的に

確約することができた。

そこで各自の英文履歴書を漸江大学を経由して中国政

府へ送り，約3箇月後に中国政府からの遜請書を受領し

渡航した。

中国側の代表的受け入れ機関と責任者，氏名，住所，

電話は次の通りである。

A）翫江省地域：

漸江大学地質学系，王安徳教授（副校長関端麟教授〉

及びその共同研究者，断江省，杭州市（Tel.21701, 73 

724, Cable 0420）。

Professor Wang An-De ; Dept. of Geology, 

Zheijiang University, Hangzhou City, China (Vice 

president, Professor Que Duan-Li, Zheijiang Uni-

versity) 

B）上海地域：

上海自然博物館古生物組，曹克清博士，王慶之博士，

上海市，延安東路260号（Tel.213548, Cable 5722〕。

Dr. Cao Keqing, Dr. Wang Qing-Zhi; Museum 

of Natural History in Shanghai; 260 East Yunan 

Road, Shanghai, China。

3. 汽車と賓館での体験

10月3日上海に到着。上海自然博物館の王慶之女史が

中型自動車で空港に出迎えてくれ，上海市の中心部にあ

る中国銀行で先づ免換券にかえる。出迎えの博物館員は

みな親切であったが，ものめずらしげにわれわれを迎え

てくれたのが印象的で、あった。日程上，金華まで汽車で

行くわけであるが，われわれの切符は途中の杭州までの

軟車券であったため，上海駅で乗車する際，車掌から乗

車を拒否されて困った。杭州から先，金華まで硬車でよ
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第 1図 調査地域 (1～ 4)
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いからとし、う条件で懇請して乗車したが，しかし

車掌長の助言で，そのまま軟車で金華まで行くこ

とがで、きた。後で考えてみると， 7名分の乗車賃

を依頼者に前もって送金しておかなかったため，

杭州から先の切符が準備できなかったのではなか

ろうかと思われた。

上海駅発は17時，金華到着は真夜中の 2時半，

ゆっくりした特急列車で、あった。

宿泊所の金華賓館に着いたのは10月4日の真夜

中であり，顔も手も汽車の黒煙で汚れたので，部

屋に用意されていた風呂に入り旅の疲れを癒すと

共に，汚れを洗い流した。この日，夕方，野外調

査から賓館にもどり風呂に入ろうとしたが，お湯

が出ないので係員に聞いてみると夕食頃， 2時間

に限って出るとのことであった。真夜中の湯は，

われわれのために賓館で、特別に準備してくれたこ

とを知り，中国側の好意に感謝したしだいであ

る。

4. 白E記恐竜の卵産地

案内者は翫江大学，翫江省地質委員会，翫江省

博物館からの 3者の構成で，ジープが先導し，わ

れわれは中型車でその後についた。

翫江省は中国ーの裕福な省と言われるだけあっ

て， 10月初旬の景観は水田には稲はよく実のり，

野菜畑は青あおとし，黄金シーズシであった。高

い山を見ることもなく約2時間半ほどで，白亜紀

恐竜の卵の産地の丘陵地に着いた。

翫江省、におけるジュラ・白亜紀堆積盆地の認知

に関して，中国側の学者間に意見の相異はある

が，大小の堆積盆地を含めるとその数は多し、。

そのうち代表的な堆積盆地の四つがよく知ら

れ，建徳盆地（省北西地域〉， 金衝盆地（金華・

江山地域〉， 永徳・麗水盆地（永康・磨石山・麗

水地域〉， 天台盆地〈臨海・天台地域〉がそれで

ある。天台盆地にはわが国の天台宗の伝来地であ

る天台の清国寺があり，かつて遣唐使などの派遣

されたところで，現在も日本との往来は盛んであ

る。

層序は下位からジュラ系の漁山尖層，労村層，

磨石山層群，白亜系は方岩層，金華層，衝江層か

らなり，これを第四系がおおう。

恐竜の卵産地に案内されたのは，衝州地区の方

岩層で，方岩層産恐竜の卵の産状を詳細に観察す

ることがで、きた。白亜系は準平原化しており，恐
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第4図 杭州地域龍井一畑霞澗の地質と調査地（ 1～ 3)1：龍井村 2：龍井・翁家山 3：畑霞洞

竜の卵産地はゆるやかな丘を形づくる。岩相は赤褐色の

粗粒で塊状の砂岩を主体とし，その聞に赤褐色細粒砂岩

や頁岩を僅かに挟む。恐竜の卵はあちこちにあって，そ

の大きさは平均して直径 8.5cm程度の楕円形をなし，数

個がー箇所に集まり，このようなものが散在していた。

われわれはここで中国の学者もこれまでに気づいていな

かった長径四四，短形16cmの巨大の卵を新たに発見した

のである。卵の産状や形態を計測し，また撮影したりし

た。村びとは協力的であったが，ここで、感じたことは恐

竜の卵を誰一人として乱掘はおろか，採集して持ち帰る

ものはなく，自然のまま，国の所有物として保存し，保

護していることであった。わが国においても化石のみな

らず，地質時代の遺産物を永く保存することに一層，力

を注ぐべきであろうと思われた。

5. 武義の蛍石鉱山

金華から南南東約30kmに位置する武義東風蛍石公司所

属の蛍石鉱山の視察を行った。

新江大学王安徳教授等の予約によって公司も気持ちよ

く迎えてくれた。蛍石鉱山は漸江省の各地に流紋岩類に

付随して数多く存在するが，それらは散在的である。案

内されたその一つの鉱山の入口の地層は，ジュラ紀のホ

ルンフェルス化した灰色の凝灰質堅硬質砂岩で，さらに

この鉱山の奥の地質は暗灰色流紋岩，暗灰色溶結凝灰岩

などからなり，乳白色，緑色，紫色の半透明の蛍石が幅

1～2m, ときに 3mの鉱脈として貫入していた。見学

した場所は露天掘りで，重い鉱石を竹製の天秤棒で、かつ

ぎながら，軽わざのように急斜面を降りてくるのに出逢

った。蛍石鉱山は沢山あるのだが， 日程の都合により他

の場所での坑内での産状や品質については見せていただ

けなかった。中国の現状では鉱山は殆ど外国人に見せて

いないのが一般的状態であることを知った。この武義鉱

山やこの付近の鉱山から産出する蛍石は「上海蛍石」と

して有名で，鉄鉱石の製練の際の融剤などとして利用さ

れ，日本をはじめ世界各国に輸出されている。

6. 杭州の古生界

新江犬学の南南西約 5kmの寵井，畑霞洞地区の古生界

の地質調査を行った。杭州地域にはシルノレ，デポン，石

炭，二畳系が下からJI原序よく連続して重なっており，デ
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虫が知られている。紡錘虫にもとづき石灰

岩体の下部は Proルsulinella帯， 上部は

Fusulinella-Fusulina帯に相当するもの

と考えられる。層厚は131.48m。下位の下

部石炭系杭州層と上位の上部石炭系船山層

とは非整合関係である。なお中国側の特別

の厚意にもとづき，中国側案内者は産出す

ることを全く知らなかった保存の良好な四

放珊瑚類に属する塊状群体珊瑚を本層から

採集することができた。

第 5図 杭州地区龍井一畑震洞地域の上部古生界調査で，上部

上部石炭系船山層 主として石灰岩から

形成され，そこからは紡錘虫を主体とし，

有孔虫，藻類，四放珊瑚類，単体珊瑚，腕

足類などの産出が知られ，われわれは本層

からも保存良好な塊状群体珊瑚を研究用資
石炭系黄竜層中の石灰岩から四放珊瑚化石を採集

ボン系から二畳系までの層序は次のようである。

二畳系栖震層（QixiaFormation) 

［船山層（ChuonshanFormation) 
上部石炭系｛

l黄層（HuanglongFormation) 

I杭州層（HangzhouFormation) 
下部石炭系｛

l珠蔵坊層（ZhuzangwuFormation) 

デボン系西湖層（XihuFormation) 

デボン系西湖層主として塊状の石英質砂岩からな

る。化石に乏しいが，植物化石として Sphe noρ！eris cf 

fanhuensisの産出が知られている。

下部石炭系珠蔵坊層 主として砂質泥岩および石英質

砂岩からなり，走向，傾斜はN60°W. 25° NWを示す。

層厚は98.7m。下位のデポン系西湖層とは整合関係で，

上位の下部石炭系杭州層とは非整合関係である。当地域

ではまだ化石は知られていないが，他の地域（Tonglu

地域〉の珠蔵埼層相当層からは植物化石と腕足類が知ら

れている。

下部石炭系杭州層 主としてドロマイトからなる。層

厚は。 2.13m。化石は乏しいが， Vitiρroductus, cf. 

grabaui, Lingula sp. などの腕足類が知られている。

下位の下部石炭系珠蔵持層，上位の上部石炭系黄竜層と

は非整合関係である。

上部石炭系黄竜層基底部はドロマイトから形成さ

れ，そこからは Jdiognathodusdelicata, Neognathodus 

bossleriなどのコノドント類が知られている。黄竜層の

主体は石灰岩から形成され，そこからは紡錘虫を主体と

して有孔虫，菜類，四放珊瑚類，海百合類などが知られ

ている。石灰岩体の下部からはProんsulinella,Pseudo-

stafjella, Eofusulinaを主体とする紡錘虫，上位から

は Fusulinella,Fusulina, Beedinaを主体とする紡錘

料として採集することができ，中国側案内者も喜んでく

れた。石灰岩体の下位からは Triticitis，中位からは

Sphaeroschwagerina，上位からは Eoparψtsulinaが

主体として産出するが，下位からは Schwagerina,

Eoparafusulina, Pseudoschwagerina, Pseudofusulina 

などの産出も知られている。以上の化石群から船山層は

Pseudoschwageri na 帯に相当する可能性が強いと思わ

れる。層厚は137.46m。下部の上部石炭系黄竜層とは非

整合関係，上位の二畳系栖震層とは整合関係である。

二畳系栖震層 主として石灰岩から形成され，そこか

らは主体として紡錘虫を産出し，その他として有孔虫，

藻類，腕足類，四放珊瑚類の産出も知られてし、る。紡錘

虫として Misellinaclaudiaeを多産する。紡錘虫化石

分帯からいうと，日本の Parafusuli na帯下部 （Pseudo-

fusulina ambigua亜帯または Pseudofusulnakra/fti 

magna亜帯〉に相当する可能性が強L、。下位の上部石

炭系船山層とは整合関係である。

7. 学術交流

われわれの訪中の交渉過程中に，中国側からわれわれ

に学術講演の要請があった。それはすなわち，中国側が

急速の科学教育振興の必要性にかんがみ，日本側の研究

者，教育者による日本の地質学ならびに地学教育に関す

る講演を希望されたのである。それ故，われわれは下記

の題目のもと，講演を翫江大学の図書館内の講堂で行っ

た。

山際延夫：四放珊瑚化石の個体成長について

藤本丑雄，遠藤忠，清水英夫，前田四郎：日本列島大

地溝帯の形成と甲府盆地の地形学上地質学上の特性

後藤道治：来馬層の層序と古生物



41巻， 6号， 1988〕
(29)-255 

会川＆内t~,g

第6図 上海自然博物館所蔵の中国第 1の巨大な白亜紀恐竜

石川秀雄：桜島火山

講演に当っては日本語で，各演者とも数10枚の見ご、た

えのあるカラースライドを準備し，ある講演では日本側

の標本資科約40kgを持参し，これを標示しつつ講演がな

された。言うまでもなく，各演者は日本を代表しての意

識のもとになされた。一方，聴講者は翫江大学教職員と

学生，漸江省地質委員会ならびに、断江省博物館のメンパ

ーで，これら各講演は中国側聴講者に多大の感銘を与え

る結果となった。それは，今回の調査研究の最終日の送

別会の席上，日本語通訳を通して，翫江大学副校長関端

麟教授〈原子物理学）がわれわれの講演に対する深い謝

意の表明と今後さらに学術交流を熱望されたことからで

も充分肯定することが出来た。

8. 漸江大学，同地質博物館，上海自然博物館

われわれが訪中の交渉の最も主要の対象としたのは断

江大学地質系であり，翫江大学としての最高の責任を負

って下さったのは闘端麟副校長で、あった。漸江大学は杭

州市の西部に位置し，西湖の北西約 1kmにあり，蔦崎山

と考和山との間で，北東に長軸をもち，北東部が開けた

盆地状低地内に広大な面積を占めている。すなわち，約

138ヘクタールの敷地をもっ理工系大学であって， 中国

の重点大学の一つでもある。

特に ZhuKeziben校長（1936ー1947）が“真実を求

めよ”と強調し，本大学が一大発展をなした歴史をも

っ。戦時中は移転に移転を重ねて，最終的には四川省ま

で移動していった。同大学の出版物によれば1985年の入

学者は10,533人である。

そのうち9,046人が学部学生で， l,488人が修士か博士

コースの学生。教師は2,350人で，そのうち600人は教授

と助教授， l, 700人は講師と助手である。同大学は外国

との学術交流を積極的に望んでおり，交流相手として

は，中国内においても希望のもてる大学のーっと思われ

る。

断江大学地質博物館は地質棟の 1階にあり，先カンプ

リア時代から第四紀までの化石や各種岩石，鉱物の多数

の標本が陳列しであり，これら標本類は卒業生を含め多

数の研究者の努力によって，新江省以外の産地からのも

のまでが蒐集されている。

上海自然博物館の 2階には，中国第一の巨大な合川馬

門漠恐竜，その卵，また古生代から第四紀に至るまでの

種々の化石とあわせ， 3階には撮影禁止のミイラ数点が

配列されてある。配列や清潔などに工夫努力の要を感ず

るが，両博物館とも見ごたえがあるものと思われる。

主要参考文献

中園地質科学研究院主編（1973）：中平人民共和国地質

図集，北京。

中国科学院南京地質古生物研究所(1980）：漸読中生代

火山沈積岩地質的区分及対比，科学出版社。

陳五基， 沈尖彬（1982）：蘇断続中生代后期叶肢介化

石，科学出版社。

王安徳，徐自強，羅永銘（1981）：翫江北部上下，二畳

統地層分界及紡錘類分帯，断江大学学報No.4。

Carboniferous and Permian stratigraphy in 

Jiangsu and Zhejiang (1987) : 11th internationl 

congress of Carboniferous stratigraphy and 

geology, Begiing, China. 
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日本学術会議だより ぬ 1

第14期活動計画決まる

昭和63年11月 日本学術会議広報委員会
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日本学術会議は，このたび開催した第 106同総会において，第14期活動計画と新しい特別委員会の設置を決定しました
ので，その概要をむ知らせいたします。

務完企完企完企完長完全主診言診完長完封歩完合言語易担当争完合完合完~完全書診完診宗診完歩活診完話予完話予完全完~完告書診畏診完全完企完診完合完会完全完診完企完合~完会長診宗会完合完診完封砂言語惨表面房完全完診三診完診完全完企祇

日本学術会議第106回総会報告

u本手術会議箔 106[11］総会（第14期・第2回）は， 10月
19～ 21日の 3日間開催された。

今回の総会の主な任務は，第14期日本学術会議の活動の

指針となる第14期活動計画を審議し、決定することであっ
た。そのために， 「第14期活動計画（申合せ）」と「臨時

（特別）委員会の設置について（申合せ）」の 2つの総会
提案が用意された。

この 2つの提案の内容は，前回の臨時総会（本年 7月）
で設置された第14期活動計画委員会が，慎重に審議を重ね
て作成したものであり，またその聞に 2回の連合部会及び
各部会を聞いて各会員の意見を聴取の上，調整したもので
ある。

この 2つの提案については， ;r;1日目の午前中の総会で，
近藤会長から，提案説明が行われるとともに，同日の午後
の各部会で審議が行われた。．

次いで、，この 2つの提案は，第2日目の午前中の総会の

審議に付され，最終的推献を期す質疑の後，採決が行われ，

いずれも圧倒的多数の賛成で可決された（第14期活動計聞
及び設置された 7特別委員会の名称は別掲参照）。

この総会決定により，新たに設置された 7特別委員会に
ついては，第2日目の午後に開催された各部会で，各部ご
とに割り当てられた委員定数により，委員の選出が行われ
た。

次いで，翌第3日目の午前中には，各特別委員会の第 l
回目の会議が聞かれ，それぞれ委員長・幹事の選出が行わ
れるとともに，今後の審議予定等について審議がなされる
など，早速その活動が開始された。

第2日目の午後には， l時から 2時間半にわたって「総
会中の自由討議」．が行われた。これは，会員のための－種
の勉強会で，総会行事の 4 環として行われてきたものであ
る。今回は，第14期活動計画案を審議する過程で，会n問

で特に討議が活発に行われ．関心が高かった課題を取り上
げて行われた。まず，島袋嘉昌第3部会員（経営学）から
「学術的・総合研究」について意見の発表の後，関連して，

石井吉徳第5部会員（資源開発工学）から発言があり，続
いて，井口潔第7部会員（外科系科学）から．「人間の科学」
について，川田侃第 2部会員（政治学）から「紛争学・平和
学」について，中川昭一郎第6部会員（農業総合科学）か
ら「農業・農村問題」について，大島！泰行第4部会員（生

物科学）から「IGBP（地球圏一生物園国際協同研究計画）」
について，それぞれ意見の発表が行われた。

第 14期活動計画

我が国の科学・技術は戦後目覚しい発展をとげ，経済の
高度成長とともに，国民生活の向上に多大の貢献をしてき
た。しかしながら，近年世界的規模での経済・社会環境や
地球生態系の激しい変化を背呆に，科学・技術の在り方に
様々な問題が生じている。その中には，科学・技術と人間
との係わり方の根源を聞い直すようなものや，学問諸分野
の再編成を求めるものも含まれている。また，国際社会に

おける我が国の地位の向上も加わって，学術の面での我が
国の貢献に対する国際的期待はますます強まっている。

日本学術会議は，創設以来，科学者や学術研究団体との
連携の下に，その目的・職務の遂行に努力し，我が国の学

術研究体制の整備についての重要な勧告等を行Lヘ研究所
の設立などを含めて数々の業績をあげてきた。また，国際
協力事業への参加を始めとして，世界の学界と提携しつつ
学術の進展に貢献してきた。しかしながら，創設後40年を
迎えた現在，学術を取り巻く状況は，国際的にも国内的に

も奔しい変化を生じた。このような状況を踏まえて，第14
期日本学術会議は，本会議の創設以来の基本的精神を引き
続き堅持しながら，なお一層の成果をあげるべく努力する
ものである。

日本学術会議は，我が国の学術に関する重要事項を臼主
的に調査審議し，その実現を図る機関としての使命と役割
を確認した土で，会員の科学的知見を結集し，時代の要請
に即応しつつ将来を見通した基本的理念を確立し，我が国
にむける学術研究の一層の推進を図るために，本会議の本
来の目的を，次の視点から実現することが必要で、あると認
識した。

人文・社会及び自然科学を網羅した日本学術会議は，全

学問的視野に立ち，学術研究団体を基盤とする科学者の代
表機関であることを認識して，全科学者の参加と意見の集
約を真撃に図らなければならない。さらに，本会議が集約
した科学者の意見が政策に反映するよう，他の学術関係諸
機関と協議の上，その役割分担を明確にしつつ，これらと
の連携の強化を図る必要がある。

また，学術研究団体を基盤とする日本学術会議は，関係

ある学術研究団体等から推薦された科学者を中心として構
成される研究連絡委員会の重要性を認識し，その活動を強
化するとともに，学術研究団体の活動を助長し，研究基盤
の強化を図り，高度化する学術の発展に貢献する必要があ
る。

我が国の科学者を内外に代表する機関である日本学術会

く260ページに続く〉
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趣味の地学

小林貞一＊

日本の地学教育史は委員会が出来てその記事が目下， には後の京大地質学科の教授松下進君もいたようだ。沖

本誌に連載されつつある。古くは寺子量や私塾があっ 積扇状地とか琵琶湖畔の野州三角州などを展望し乍ら

た。明治 5年8月の太政官の布告によって学制が施行さ の地形解説は特に興味をそそった。先生の薦めで私は

れ，私の育まれた大阪の集英尋常小学校は北船場にあっ DavisのElementaryPhysical Geographyを購入し

て校名の変遷はあったが，明治 6年にその前身が開校し たが之は私が最初に手にした原書で，章別に問題が附記

たのであった。当然，小中学校の理科教育にも幾多の変 され，実習用の図集が附属していた。暑中休暇に下回先

遷があったであろう。そのうちで地学がどのように取扱 生が紀州へ行かれるのにお伴して田辺から山間経由で新

われていたであらうかは不明であるが，夫れが当時学ぶ 宮へ出たのであるが，平地では牛馬が，そして山間では

ものに如何に受け入れられていたかが，更に重要な問題 犬が荷車を引いている。また，山地中の河川の蛇行も興

点であろう。しかし之は知るよしもない。嘗って第 93 味を惹いた。後日，私は日本地理学会で朝鮮の地形発達

（地学教育〉小委員会では疑問調査などで地学への関心 史を講演したが，行く先々で地形を見ることはこのよう

や興味を広く調査した事があって大方の地学への根強い にして私は修得したのであった。当時の中学校理科は植

注目の的となった。古い学校教育を学んだもののうちに 物・動物・人体生理・鉱物で鉱物の末尾に地質大意が附

地学の趣味がどのように育って行ったであろうか，先づ 記されていて，地球科学の大部分は地文として地理に這

魁よりと言うこともあるのでその一端として私は敢えて 入っていたように思う。

自分自身を内省してみたのである。これは明治末から大 三高の入学当初私は生物にも地鉱にも同じ位の興味を

正を経て昭和初期に至る聞の趣味の地学の個人的ー記録 持っていたが，この頃江原真伍先生は日本の三角貝と白

である。 亜系の研究最中で，休暇毎に西日本の現地調査に赴か

明治末期・大正前中期頃の小学校は6年，中学は 5年 れ，学期中は鉱物標本室内でその研究に熱中して居られ

で卒業であったが，大正後期からは中学4年修了で高等 ていてその学究の姿が生徒に深い感銘を与えた。時には

学校へ入学出来る事になった。そして大学は3年でそれ 地質学雑誌や日本地質学地理学輯報へ投稿の英文原稿の

に続いて大学院生として研究を続ける事が出来た。何し 読み合せで先生と接近する機会があり，地質学やその学

ろ半世紀余り前の事で記憶があまり確実ではないが，敢 界の話を聞くことがあり，私は卒先して自ら滋賀県の鮎

えて私が小学時代の地学的な記憶を思い出してみると水 河，三重県の一志，淡路の岩屋などの第三紀の化石や明

の循還の章が大変に私の興味を惹いた。また石英・水晶 石に近い奥畑の植物化石の採集をした。この頃，京大に

や花崩岩の事を学んで従兄と六甲山麓へ鉱物を採集に出 地質学・鉱物学の教室が新設され中村新太郎教授や図書

掛けた事であった。 係の黒田徳米氏などに紹介された。損山さんが京大へ新

京都の第二中学校には博物の会があり，宇治田原へ行 任され，中村先生は帝国石油の大村一蔵氏の案内で遠州

って第三紀の貝化石を採集した。之は将さに私が化石と 相良油田から掛川方面へ見て歩かれるので，この好機に

接する初めであった。また鞍，馬山へ行って古生代の海百 私もお伴して見学したが，之は私に取って，将さに最初

合の茎と称するものを教わった。この頃先生の附添いで の地質巡検であった。其後私は高知県の唐の浜や宮崎県

富士登山をして森林帯の高度変化を目のあたりに見た。 の高鍋などを訪れて，太平洋側に一連の鮮新統の点在す

そして火口を見てスパシリを走り降りた。翌夏には北ア るのを知ったが，遂に一つ第三紀層を調べて見ょうと思

ルプス前山の燕・常念を縦走したが，其の時に丁度山頂 って，いつとはなく私の興味は生物学よりも地質学の方

路の開発途上であった。槍ケ正に登る途中で雪浜を始め に傾むいて来た。中学時代には暑中休暇の宿題として植

て見た。この頃二中では地理の先生が欠けていて，京都 物の錯葉や昆虫の標本を提出する事があった。しかし鉱

大学で再勉強中の下回礼佐先生（後の横浜大学名誉教 物や岩石の採集は宿題にはなかったが，広く自然界への

授〉が来て臨時に授業をされていたが，先生は時々休日 興味を私は持っていた。そして下回・江原両先生との出

に同好の生徒と散策をされて私も参加したが，そのうち 会いが私に強く地学への感化を与えたのである。

ホ本会名誉会長，東京大学名誉教授 1988年 7月20日受理 関東大地震の前日には私は東京へ来て居たのだが，幸
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に新第三紀層を見る可く青森・岩手両県境の福岡へと北 慶州・仏国寺を，そして平壌と江西の楽浪文化の遺跡を

上したので、危機を逃れた。町の掲示に驚き早速福島経由 見てそれから京城の地質調査所で許丙斗氏を通訳に附け

で北陸廻りで、帰阪した。翌年焼野ヶ原の東京へ移り東大 て貰って東岸山脈の高峰大白山地方の朝鮮系の生層位学

の地質学教室で勉強する事になったが，先生方は丁度交 と江原道の沃川摺曲山地の地史の解明に当ったので、あっ

代期で小藤，横山両老大家は隠退されてはいたが，連日 た。大学院生となってからは春には須崎や佐川から桜を

教室へ通われていた。現職の先生は加藤武夫教授・坪井 追うて長門・南鮮・北鮮・南満州へと北上する事もあっ

誠太郎助教授・小沢儀明講師と助手3人だけで，私は小 た。特に満鮮の秋は青空が澄み切っていてまことに野外

沢先生の地史学と古生物学の初講義を聞いたので、ある。 調査は将さに楽園を訪僅するが如く楽しいものである。

先生は天才学徒とさえ呼ばれて，秋吉台の逆転構造や紡 殊に我々に取っては露出がよいので不整合や断層が実見

錘虫の新分類などで有名で，地質学界では初めて日本学 出来るのが有難いことである。

士院賞のみならず思賜賞までも授与されたのであった。 小藤先生は「コレアの山岳スケッチ」を初め半島南部の

これらの諸先生のもとで愈々私の地質学科の学生として 地質などの重要な先駆者で私の満鮮の奥陶紀化石の研究

の修業をする事になったので、あるが，それはそれとし には特に興味を持たれていてその成果をいち早く日本学

て，私は休日には屡々大船近傍の長沼や房州の成田に近 土院紀事の 5巻 (1929）に紹介して下さった。夫れに続

い大竹，そして茂原西方の瀬又など，著名な化石産地の いて秦嶺京城線と佐川盆地の層序と地質構造の両論文を

貝を集めて横山先生の三浦・房総の双玉篇を手引にして 矢部先生が同紀事（ 7巻〉に紹介して下さった (1931)。

種属の同定を試みた。夫れから霞ヶ浦西端の新産地土浦 これより先き私は宮崎や金沢など上記の貝化石を当時研

の採集品を鑑定して， 「土浦の介殻化石」と題して地質 究中の横山先生に資料として提供したのであるが，それ

学雑誌 377号に出したが之が私の処女作となった（大正 らのうちの新第三紀貝化石3新種に対して先生は koba-

14, 1924）。三高時代に私は上記のように貝類に親しん yashiiと命名して下された (1927）。これらの好意が私に

で、いたので，平瀬貝館から日本産現生貝類のコレクショ 強い感動を与えたので、あった。しかしこの一連の資料集

ンを母が買って呉れたので書斉で之を愛玩していたので めは地質コース外の余技に属する作業ではあった。そし

あった。丁度，この頃に北海道大学に地質学鉱物学教室 て私に取ってこの趣味の地学古生物学は正課の修練に劣

が新設されることになり，江原先生の義弟に当る鈴木醇 らぬどころか代えがたいものであった。

一高教授が主任となって赴任されるに当り，特に所望さ 学生時代に小沢先生が欧米へ在外研究に出られてから

れたので、此のコレクションをお譲りし，現在は札幌に保 は先づ早稲田大学の徳永重康教授が来て臨時に東大地質

存されている筈である。 の第二講座の面倒を見て下さった。私が卒業論文に大陸

地質学科に入学すると前期の夏と冬，および翌春に地 の研究を初めてから翌年には三石鼎君が本渓湖東方の牛

質巡検があり，時には鉱物学科や地理学科の学生も加わ 心台を卒論フィールドとした。私は院生時代に満鮮と四

っていた。初夏には山中地溝帯の地質や信州の第三紀層 固とを調ペていたので昭6卒では石原呉郎の佐川の火成

を見て長野で解散したので，私はグラスメートの市来政 岩，松沢勲の勝浦川盆地，金鐘遠の楚山，渡辺武男のホ

兼と共に七尾を経て金沢で大桑の貝化石などを採集し ノレコノレ鉱山， 7年 (1932）卒には斉藤和夫の平壌南方中

た。また，この夏には出なおして小沢講師と共に佐渡へ 和の寒武系，蘇孟守と中村正義の五湖鳴と西島，堀内ー

渡り外海府を見て沢根でも化石を集めた。この年の冬に 雄の瓦房活など満鮮や四国に卒論のフィーノレドを選ぶこ

は宮崎県の高鍋で貝化石を採集して青島を見て帰った。 とが急に流行したのであった。之等諸君のうちには私が

このように私は新生代の貝化石には特別の興味を持って 一緒にフィーノレドを歩いた人も多い。韓国人として最初

いたので、あった。しかし前中期間の春の巡検で高松から の地質学者ではないかと思う金鐘遠君は私と共に楚山・

大崩壊を越えて高知へ出て佐川や越知の地質を実地に見 江界・厚昌を歩いたので、あった。そして彼の北鮮の朝鮮

聞し，中期の進般論文のために長門の豊浦盆地の保羅を 系の論文は韓国人の手になる最初の地質学の論文であろ

調査して東長野・西中山・歌野の3層区分をした。その う。

冬には吉母の介層も調べた。之が契機となって急に中生 今一つ院生時代の思い出として忘れ難いのはジャパで

層に対する興味が湧いて来て手取統を見て加賀の白山へ の太平洋学術会議後に来日して矢部先生等の御指名でボ

登山した。また，翌年に姫川を降って夫れよりも古い今 ンの大学教授 G.Steinmannの四国見学の案内役を仰

日の来馬統を識別した。卒業論文としては三葉虫に対す せっかった事で、ある。私は三高では理乙ではあった。二

る魅力もあり，大陸を見たい憧慣れもあったので，先づ 中時代には金剛宗雄先生，そして私は同先生の紹介で三
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高の安藤勝一郎先生から特別に英語，特に英作文で練え

られていたが，話す言葉としては英語も独逸語も不得意

でこの御指命は私には大変勉強になった。案内先きは高

知県下の物部川・領石方面と佐川盆地附近であったが，

当時73歳の世界的に著名な独逸の学者を盛夏の炎天下に

連れ歩くのは心配事で東部の見学は高知泊とした。佐JII 

は狭いところで伸縮自在で私の常宿の世話になった。最

終日には斗｝｛野峠を越えてから老学を木陰に休ませて私

は仏像まで駈け共って三宝山層群の無化石石灰岩と衝上

直下の鳥巣石灰岩とを採集して来たのであるが，私が降

りて来て驚いた事にはS先生は其間に傍の小川から両種

石灰岩の落ち石を拾って来ていた。私は流石にS教授で

あると之には感心した。しかしこの老学のアルゼンチン

．ボリピヤ産蒐集品を私が後に記載してアンデス山系中

の旧古生界を綜観することになるとは此の時には夢にも

思っていなかった。言わんや之が奇縁となってポンを訪

れ，また同教授がボンへ行く前にいたフライブルグ大学

から Lorenzの論文中の山東省産の寒武紀化石までも後

(33)-259 

日私が借用記載する事になると言うような奇縁には気付

く由もなかった。

元来趣味に始まった地学はし、つの聞にやら段々深みへ

踏みこんで私は遂に地質学を専攻することになったので

はある。在学中の正規のコースが有益であった事は言う

までもないが，自発的ないわぽ様々の趣味の楽しみから

私は予想外に大きな収穫を得たのであった。特に私は卒

論以降は地史の研究で大陸と花彩列島とを往来して来た

のであるが，日本は将さにアジア大陸と西北太平洋の接

線上を走っているのであって，たとえ，この根上の 1点

を調べるにしても，其点を抱く周聞から遊離した「点」

だ；？を見ていては，その点を完全には理解し得ないので

ある。点の周囲を含めた表裏一体から初めてその真の実

在が把握出来るのである。 『趣味の地学』と難ども地学

ずる事によって自然を理解する歓喜が之を振興するので

ある。趣味の地学を楽しむ愛好家に取っても亦その歓喜

の高揚が彼の地学に取って極めて貴重であると私はいつ

も考えている。
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議は，国際社会における我が国の地位の向上と海外諸国の

期待にこたえて，学術の分野における国際協力を飛脳的に

拡大する必要がある。

日本学術会議は，真理を探究十るとしげ理念に立脚し，

社会に聞かれた学術の在り方と国際性を重視し，その健全

な発展を図るため，学問・思想、のnct1の尊重と研究の削芯：

への十分な配慮のドに，長期的かつ大所高所の視点に立ち，

創造性豊かな研究を発展させることが必要である。

日本学術会議は，以上の諸点を踏まえ，科学者の総立を

代表してその精神を高揚し， 21世紀に向けて学術体制及び

研究・開発の望ましい在り方を検討して，技が［五］の学術政

策に指針を与えることにより，国民の期待にこたえるとと

もに，人類の福祉と世界の平和に貢献することを期するも

のである。

1. 重点目標

第14期活動計画の重点目標は，次のとおりとする。

(1) 人類の福祉・平和及び自然との係わりを重視する学

術の振興

科学・技術の著しい発展は，人間生活を豊かにする

と同時に．現代社会の高度な複雑化とあいまって，人

聞社会に新たな緊張をもたらし，人類の福祉・平和及

び自然環境を脅かすのではないかとの疑念を招いてLミ

る。人類の福祉・平和及び自然との係わりについて十

分に配慮しつつ，学術の総合的振興を岡る・ことは， 21
世紀へ向けての極めて重要な課題である。これは．人

文・社会及び自然科学を綱雄した本会議の特長を十分

に発揮しでごそ可能となるものである。学術の振興と

発展の人間，社会及び臼然への望ましい貢献，好まし

くない影響の防止について具体的構想を樹立し，あわ

せてこれに対応する社会の体制整備に明確な指針を提

示する。

なむまた，今日の社会的現実が提起しでいる抱維な

問題を解決するには，既成の個別的研究領域のみでは

十分に対応し得ない。直接に関係する研究だけでなく，

広く諸科学が積極的に関与すべきであることをト分に

考慮し，多くの研究領域が，その独白性を保ちー層の

深化を図るとともに，共同の努力を行い，研究の内容，

学問体系の変革にまで進むことによって，総合的な研

究の在り方を追求することが必要である。

(2）基礎研究の推進と諸科学の整合的発展

学術の発展には，基礎研究の推進が不可欠であるこ

とは言をまたな l'o 我が国の学i•町の国際的地位の確立

を目指し，その発展に向けた長期展望・将来計画を策

定するための基盤となる基礎研究の推進に，積極的に

取り組む必要がある。

また，学術の領域は広範多岐であり，それぞれの領

域ごとに方法論も異なり，研究台の求めるものに大き

な違いがあることを十分に考慮し，それぞれの研究者

の声を聞き，それぞれに適した育成策を講ずる必要が

ある。それと同時に，学術研究の動向を考慮し，いわ

ゆる学際領域や学問の総合化に留意しつつ，諸科学の

整合的発展を図ることが重要である。

以上のため，第13期においては，学術研究動向に関

する調査研究を行い，孜が国の学術水準の国際比較

やその発展を阻害する諸国子などを指摘した。今期に

おいては．この調査結果を検討しつつ，これを基礎に

して，創造性の基礎となる個人の若想を重視し，革新

的研究の強化等を積極的に図るとともに．一方におい

ては，学術研究体制や社会・産業構造等に内在する創

造性を阻む負の要因の解消に向けての建設的提言を行

C地学教育

うなど，学術の向上発達のための具体的方策を審議提

言していくことが必要である。

(3) 国際関係の重視と国際的寄与の拡大

学術研究は，本来， n~理の探究を目指す知的活動で

あり，その町立県；土広く人類共通の資産として共有され

てきた。そのことから，学術の困探交流は，学術研究

にとって内在的な要請であり，その在り方に常に関心

を払う必要があることはHうまでもない。

一方で， J誌が［！＼］の国際的地位の向上に伴い．その学

術研究がltil際的貢献を果えこすことに対する要請は，一

回強まっ一ごき亡いる ω 持に［ii］~京平和の推進や環境問題
の解決写，いわゆる地球的あるいは国際的規模の課題

につい工，殺が［:t]の研究を充実させつつ，全世界の科

学者との協力を拡大することへの要請が増大してきて

いる。

国際的あるいは二国聞の共同研究，技体，nth力，技術

移転手の在り方は，各国の政治，経済，社会に重大な

影響を及｛ます。偏ったナショナリズムの立場を排しつ

つ，学術の偉全な発展を促進するための国際的コンセ

ン作スの追求に我が国も努力をするとともに，相互協

力と相互依存の下の国際社会に対応していくために聞

かれとJ比が同臼体の学術研究体制の整備が求められて

L、る。

以上のような状況から．本会議が築いてき，た国際学

術交流・協力の在り方についての諸原則と実績を踏ま

えつつ．学術の［員際交流・協力の飛躍的な拡充強化を

図り，［記 i＇~~il'J寄与を格段に拡大することが極めて重要

である 3

2. 具体的課題（要旨）

次の課題を選定した。

(1) 科学者の倫理と社会的責任

(2) 学術研究の長期的展望

(3) 研究者の獲成

(4) 研究基盤の強化と研究の活性化

(5) 学術情報・資料の整備

(6) 学術研究の国際交流・協力の飛脳的拡大

(7) 国際対応への積極的取組み

(8) 平和及び国際摩擦

(9) 人間の科学

(10) 医療技術と社会

(11) 生命科学と生命工学

(12) 農業・農村問題

(13) 資源・エネルギー問題

(1心 人間活動と地球環境

(15) 高度技術化社会

3. 具体的課題への対処及び臨時（特別）委員会設置の基

本方針等（何時）

．今回の総会決定により設置された特別委員会．

、F－干ll及び国際摩擦に関する特別委員会

・医療技術と社会に関する特別委H会

生命科学と生命工学特別委員会

・農業・農村問題特別委員会

資源・エネルギー問題特別委員会

人間活動と地球環境に関する特別委員会

高度技術化社会特別委日会

r~~五；；~~五広三プよ－：；~ぷ7；て三百：~；マ1
jお寄せください。

） 〒1侃港区六本木 7-22十34 ) 

し一店主笠智~哲三乙竺ぞ~~乙竺と~υ
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高校地学に関する要望者二

今夏，福島県いわき市で開催した昭和63年度全国地学教育研究大会・本会第42回全国大

会において［新学習指導要領についての研究・討議」の全体会をもちました。その際，参

会者からいろいろな立見や要望がだされ，特に高等学校の「地学Jの現状を憂慮する発言

があり，学会として何等かの対応が必要であるということが論ぜられました。

下記の要望書は，大会最終日のまとめの全体会で提出された案について一副修正加筆し

たものであります♂去る10月7日，会長・副会長が文部省に持参し，初等中等局長，同高

等学校課長および審議官にお逢いし要望して参りましたふまた，全国都道府県の教育委員

会にも，追仰を付して要望書を送付し、たしました「

r~fi 等学校の新教育課伝理科の正常な実施についての要望

昭和63年 8月17日から20日まで開催されました，昭和63年度全国地学教育研究大会・日

本地学教育学会第4.2回全国大会（福島県 いわき大会）におきまして，高等学校の新教育

課程のあり方について種々討議を致しました結果，その正常な実施のために，次のような

要望を致しますむ

高等学校の新教育課程［理科Jは，生徒の能力，適性，進路などの多様化にあわせて選

択の幅を大きく広げ，多くの科目を用意し，それぞれに新しい理念を組み込んだ目標，内

容を持ち，体験的，探究的な学習を重視し，創造的な能力の育成を一層図るなど， 21世紀

を目指したものになっていると評価しております。

狭い国土と之しい資源，加えて地長，火山，台風といった自然災害も多発する我が国に

おいては，地学が内容とする知識，理解，自然に対する見方，考え方は，大切な国民的な

教義と考えます。

本学会と致しましても，その趣旨が生かせるよう学会の組織と機能を生かし，これらの

多様な教科・科目が生徒にとって十分に魅力のあるものになるよう鋭意，研究と実践を行

う覚悟でおります。

しかし，現在，高等学校現場では，地学の開講数が少なく，大学入試に必ずしも有効で

ない地学については，担当教員の採用を見合わせる県なども，既にあるやに聞いておりま

す。

生徒の多様化に合わせる国の施策に対して，地学の担当教員を泣かず，そのために地学

の開講を初めからしないのは，正常な理科の教育課程の実施とは言えません。

このためには，高等学校において，地学の科目の設置が可能になるよう，地学を担当で

きる教員の採用などについて特別のご指導，ご配慮をl場りたく要望する次第です。

昭和63年10月7日

文部省初等中手数育M長

文部省 初等中手数育山高等学校課長

日本地学教育学会会長平山勝美

~li村澄一殿

森 正直殿
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紹

村上允英・西村祐二郎・宇多村癒・橋本恭一編， 「山

口県地質図（15方分の 1）」，山口地学会， 1988年4月発

行

最近，上記地質図が山口地学会から刊行された。昭和

50年 (1975）に作られた20万分の 1「山口県地質図」の

13年振りの改訂版である。図面が拡大されて見やすくな

ったほかに，昭和50年版以後の研究成果が加味されてい

る。例えば，玖珂層群の時代や解釈などはその顕著な例

であり，凡例をみても以前は二畳紀～三畳紀となってい

たが，今回の地質図では二畳紀～ジユラ紀と訂正されて

いる。新旧の地質図をたんねんに比較すると，そのほか

にも随所に差異が見出される。

山口県は有名な秋吉台をはじめとして，地質には大へ

ん恵まれた地域であり，修学旅行その他でこの地方を訪

介

れる際にはぜひこの地質図を一覧されることをおすすめ

したい。黒板にはって地史の授業をする時にも便利であ

る。

地質図は下記に申し込むと送ってくれる。

〒753山口市春日町8ー 2

山口県立山口博物館内

山口地学会あて

価格： 3,000円（送料は別に240円必要〉

送金：郵便娠替：下調4-14347 山口地学会

銀行振込：山口銀行県庁内支店

普69292 山口地学会

なお，地質図に限らず山口県の地質については上記県

立山口博物館（TEL0839ー22ー0294）の橋本恭一先生

に間合わせると親切に対応して〈れる。 （田附治夫〉



正会員各位

会告

日本地学教育学会

選挙管理委員会

評識員候補者の推せんについて

昭和63年4月に，会則が変更されました。新会則の役

員選挙についての細則に基づいて，昭和64～66年度任期

の評議員の選挙をいたします。つきましては，細則によ

り，評議員候補者の推せんをお願いいたします。

〔参考〕役員選挙についての細則

5.評議員候補者の推せんは，正会員3名以上の警

捺印した推せん状に本人の承諾書を添えて，推せん者が

12月1日から12月25日（消印有効〉までに選挙管理委員

会〈事務局〉に届けるものとする。

会則および細則の全文については， 「地学教育」第41

巻第4号（1988年7月〉を参照して下さい。

なお，現役員は，旧会則により選出されており，新会

則に準拠するように，現在移行措置をとっております。

したがいまして，評議員の地区別定数が細則と若干号

地区がでるかと思いますが，逐次改めますのでご了承下

さし、。

現在の評議員は，下記の通りです。

1. 昭和63年度で，任期の切れる評議員（再選は認め

られております〉

北海道・東北地区：古谷泉関東（東京〉地区：鈴

木将之，円城寺守，菅野重也，石川秀雄，柳橋博一

中部地区：西宮克彦，水野閲映近畿地区：留岡昇，

思藤知典中国・四園地区：赤木三郎，松川正樹九州

・沖縄地区：田中豊俊 会長指名：大沢啓治，熊谷勝

仁，佐藤文男，下野洋，鈴木秀義，渡嘉敷哲，横尾

浩一，高木敏夫

2. 下記の方は，来年度も評議員任期中です。 （推薦

しでも無効となります〉

北海道・東北地区：武山宜崇，吉田三郎 関東（東京〉

地区：新井房夫，高瀬一男，矢島敏彦，平野弘道中部

地区：高畠好雄近畿地区：小倉義雄中国・四園地区

：吉村典久九州・沖縄地区：田村実，古家修会

長指名：栗原謙二，木下邦太郎，島貫陸，新城昇，

須藤和人，長谷川善和，増田和彦，茂木秀二，買手屋

仁，藤田郁男，岡村三郎，石井醇，榊原雄太部，本間

久英，仲井豊，遠西昭寿
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